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9月の行事予定
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今
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た「
ゆ
い
の
広
場
ひ
ら
り
」は
、各
種
会
合
や
体
験
学
習
、イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
事
前
に
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
各
利
用
料
金
は
、左
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
金
は
前
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、利
用
前
に
役
場
に
て
お
納
め
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
申
請
書
様
式
は
、山
中
湖
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、ゆ
い

の
広
場
ひ
ら
り
管
理
事
務
所
、ま
た
は
企
画
ま
ち
づ
く
り
課
窓
口
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

〇
開
館
時
間
　
３
月
か
ら
１１
月
ま
で
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
１２
月
か
ら
２
月
ま
で
／
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

○
毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。（
た
だ
し
、こ
の
日
が
祝
日
に
あ
た
る
と
き
は
、そ
の
翌
日
）

◆自助とは？
　防災の基本は、「自助」です。 
　自分の命は自分で守る、自分のことは自分で助ける・なんとかする、ということです。
　そのためには、事前の備えが必要です。 
　緊急避難グッズや非常食を準備したり、家具の転倒防止対策をしたり、住宅の耐震補強したりといろいろな
ことができます。
　自助が防災の基本といわれるのは、まずは自分を守ることにより、家族や友人・隣人を助けにいくことがで
きる、つまり「救助される人」でなく、「救助する人」になること。　それが大事なポイントです。
　「救助する人」が多い地域は、防災に強い地域（多くの人を救出できる）ともいえます。

◆共助とは？
　自分や小さな共助である家族だけでなく、区や組内などの地域コミュニティ単位で、防災としての助け合い
体制を構築する、また災害発生時に実際に助け合うことをいいます。
　大災害発生時、その災害規模の大きさから、救助隊にはあまり期待できず、むしろ家族や友人・隣人で助け
合うことが重要です。災害時に「救助する人」になるため、防災訓練等に積極的に参加し防災意識を向上しま
しょう。

●今回は、動機づけのために家具の固定要領など、2つを
紹介します。【家具の固定要領】
①タンス：床側をストッパーなどで固定し、天井側はポー
ル式器具で固定する 
②食器棚：Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に固定し、開き
戸には開かないように留め金を付ける 
③本棚：Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に固定し、重い本
は下の段に 
④テレビ：粘着マットを敷いて転倒を防ぐとともに、機器
の裏側をワイヤーなどで壁やテレビボードに固定する 
⑤窓ガラス：強化ガラスに替えたり、飛散防止フィルムを
張ったりする。

【外出中に地震が発生した場合の行動】
○地震はそのほとんどが、顕著な前触れもなく突然襲ってきます。
　このような場合の対処行動の一例を紹介します。
①買い物中（商業施設）：施設の誘導係員の指示に従う。頭を保護し、揺れに備えて身構える。あわてて出口・階段
などに殺到しない。ガラス製の陳列棚や吊り下がっている照明などの下から離れるようにする。
②街にいるとき：すぐに周りを見渡し、ブロック塀や自動販売機など倒れてきそうなものから離れる。看板、割
れた窓ガラスの破片が落下することがあるので建物の周囲から急いで離れる。
③運転中：あわててスピードを落とさず、ハザードランプを点灯させながら徐行し、周りの車に注意を促す。周
囲の状況を確認して道路左側に停車させる。エンジンを止め揺れが収まるまで車内で待ち、揺れが収まった
ら、ドアをロックせずキーをつけたまま車外に出て、安全（と思われる）な場所へ避難する。
④電車・バスの中：つり革、手すりなどにしっかりつかまり、車外に投げ出されないように気を付けるとともに、
車掌または誘導員の指示に従う

9月1日は、防災の日です。年に1回、防災について考える良い機会です。
被災を最小限に抑えるには自助・共助が重要です。今年は、自助・共助
（公助）について　さぁ～、考えてみましょう！

地震発生時は、まず自分の身を守り、揺れが収まったならば
周囲を確認して、お互いに助け合いましょう！

ゆ
い
の
広
場
ひ
ら
り
の
施
設
が
利
用
で
き
ま
す

防災の日
9月1日

利用料金

利用の例

施設 施設内区分 利用区分 1時間
主屋

けやき広場 イベント等による貸切

和室１・２ 村民 無料
村外 1,000円

和室３ 村民 無料
村外 1,000円

土間・かまど・キッチン 村民 無料
村外 1,000円
村民 無料
村外 1,000円

農業委員会による朝市

問い合わせ

ゆいの広場ひらり
℡.28-7577　FAX.28-7155
企画まちづくり課
℡.62-9971　FAX.62-0827

小学生向け将棋教室

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
改
選
さ
れ
、7
月

19
日
に
村
長
か
ら
9
名
の
方
が
任
命
さ
れ
、総
会
に
お
い
て
会

長
に
中
村
肇
氏
、職
務
代
理
者
に
天
野
隆
司
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、農
地
法
改
正
に
伴
い
、新
た
に
創
設
さ
れ
た
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
に
３
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
農
業
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

（議席順・敬称略）
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長 田 利 治 
中 村 　 肇 
羽 田 昭 徳 
大 森 　 強 
天 野 隆 司 
高 村 純 正 

農地利用最適化推進委員
羽 田 宗 司  
天 野 綱 人  
高 村 明 伯  職務代理者

天 野 隆 司 氏

会　長
中 村　肇 氏
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乳がん・骨粗しょう症車検診の申込みについて 元気いっぱい山中湖健康診査（秋）のお知らせ

健  診  日 ： 10月28日（土）　
受付時間 ： 午前9時～11時30分
場　　所 ： 老人福祉しあわせセンター

☆ 乳がん検査　　　　 対象者：３０歳以上の女性・自己負担金 ： ５００円　
☆ 骨粗しょう症検査　  対象者：２０歳以上の女性・自己負担金 ： ５００円

※5年に1回程度が
　お勧めです

乳腺エコー検査

３０代の方

４０歳以上の偶数年生まれ
（例：昭和50年生、48年生）

骨粗しょう症検査マンモグラフィー検査

無料クーポン対象者
（今年度40歳、50歳になる方）

４０歳以上の奇数年生まれ
（例：昭和49年生、47年生）

２０歳以上の女性

マンモグラフィーとエコーを交互に受けるメリット

骨粗しょう症検査について

乳がん検査は車検診以外にも病院で行う方法があります。

問い合わせ　いきいき健康課　健康係　TEL.62－9976　 問い合わせ　いきいき健康課　健康係　TEL.62－9976　

公費の対象は年１回です。隔年の受診をお勧めしています。
子宮の欄に〇がついている病院は子宮頸部検診が500円で実施できる指定医療機関です。

病院での検査は視触診とマンモグラフィー検査です
（病院受診後に別の日に富士吉田医師会の検査センターでマンモグラフィー検査を行う）病院で行う乳がん検査について

直接、次の指定医療機関で受診してください。 役場での手続きは不要です。
病院の窓口で自己負担分500円をお支払いください。（無料クーポンをお持ちの方は無料です）

申込受付
9月14日（木）8時30分から受付を開始します。
定員100名になり次第受付終了となります。
申し込み　いきいき健康課　℡.62－9976

 

　40歳以上の乳がん検診は超音波検査とマンモグラフィー検査を交互で実施しております。
　マンモグラフィー検査はレントゲンを使用した検査で、乳がんを発見する事が有効とされてい
ますが、欧米人と比べて乳腺の多い日本人の場合は画像が見えにくい事が報告されています。こ
のため乳腺の影響を受けずにしこりを確認できる超音波検査が実施できるよう、対象年齢を交互
にして実施しております。それぞれの検査に長所と短所があり、お互いの欠点を補いあっている
検査です。

　若者に多いやせ型志向は骨粗しょう症になりやすい体質です。そして骨密度のピークは20代といわれているため対象
年齢が20歳からとなっております。また、男性に比較して女性はホルモンの影響により骨密度が低くなるため、検査が
必要です。検査の頻度は5年に1回行う事が推奨されています。

指定医療機関（乳がん検査） 住　所 子宮
〇
〇

電話番号
加賀谷医院
羽田レディースクリニック
天野医院
新西原クリニック
宮下医院（明見）

富士吉田市上吉田3032-1
富士吉田市上吉田6-10-14
富士吉田市下吉田1-7-19
富士吉田市上吉田4259-2
富士吉田市大明見6-1-6

23-2450
30-0311
22-4800
24-9911
22-5687

22-0140
23-7075
72-2835
72-2671

指定医療機関（乳がん検査） 住　所 電話番号
皆春堂　田辺医院
鈴木医院
渡辺医院
山岸クリニック

富士吉田市下吉田2-14-28
富士吉田市竜ヶ丘1-4-8
富士河口湖町船津1496
富士河口湖町船津1197-1

子宮

〇
〇

　健診の申し込みは８月３１日までとなっておりますが、申し込みを忘れた方は９月６日まで受け付けますので、
早急に申し込んでください。
　申し込みをした方には健診の問診票を健診の３週間程前に送付いたします。
　今年度すでに受診された方は、受診することはできません。

　基本健診の料金の違いについては以下を参照してください。加入保険による保険料により健診を実施しているた
め村の行う健診は、国保加入者の自己負担金が低料金となっております。

～１年に１回健康診査を受け、ご自身の健康管理にお役立てください。～

加入保険により金額が異なる検査
基本健診（内科診察、身体計測、血圧・血液検査、心電図、尿検査）
費用　8,411円

山中湖村国民健康保険
（　国　保　）

20～39歳年 齢 年 齢

自己負担額 5,400円1,000円 無 料

40～69歳

左記以外の保険
（　社　保　）

20～39歳 40～69歳

国保もしくは社保

70～74歳

加　　入　　保　　険　　の　　種　　類

年 齢

自己負担額

会社で健診を行う場合はどちらかを選択してください。
◎被扶養者で年齢が該当する方は、加入保険者の発行する受診券がある
と自己負担分が軽減される場合があります。村の検診を利用される方は
事前に受診券を提示していただく必要があります。

健診年齢別料金表

健診項目 実際の
検査費用 20～34歳

　基　本　健　診

 
　胃バリウム検査

　大腸がん検査

　肝がん検査

　胸部レントゲン

　ヘリカルＣＴ

　喀  痰  検  査

　前立腺検査

　Ｂ型肝炎検査

　Ｃ型肝炎検査

　合　計

8,411円

4,155円

1,696円

3,332円

1,048円

5,940円

2,938円

1,615円

783円

1,782円

31,700円

1,000円
(5,400円)

500円

500円

500円

1,500円

400円

500円

無料

無料

4,900円
(9,300円）

1,000円
(5,400円)

500円

500円

500円

無料

400円

500円

無料

無料

3,400円
(7,800円）

無料

無料

無料

無料

無料

500円

無料

無料

500円

1,000円

1,000円

35～64歳 65～69歳 ７０～７4歳 備 考

50歳～74歳　(血液検査)

検査キットの当日提出

超音波検査

血液検査・心電図等
（社会保険加入者）

今年度40歳になる方
村の健診を初めて受ける方

国保加入者
（社会保険加入者）

秋の健康診査の日程 １０月２日（月）・３日（火）・５日（木）・６日（金）
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税務住民課
TEL.62-9972

No.
169

　家屋の評価は、固定資産評価基準によって、再建築価格を基準に評価します。

●新築家屋の評価

●新築家屋以外の家屋（在来家屋）の評価

●新築住宅に対する軽減措置

評価額＝再建築価格×経年減点補正率

評価額＝在来分家屋の再建築価格×経年減点補正率
在来分家屋の再建築価格＝前基準年度の再建築価格×建築物価の変動割合

〇再建築価格とは・・・・
　評価の対象となった家屋と同一のものを評価の時点において、その場所に新築するものとした場合に
　必要とされる建築費です。

　評価額は、上記の新築家屋と同様の算出により求められますが、再建築価格は、建築物価の変動により異
なり、仮に評価額が前年度の評価額を超える場合でも、決定価格は引き上げられることはなく、前年度の評
価額に据え置かれます。

　新築された住宅が一定の要件を満たす場合には、新たに課税される年度から一定の期間、固定資産税が
１／２に減額されます。

【減額の対象となる住宅の要件】
　専用住宅又は併用住宅であること。
　（併用住宅については、居住部分の床面積の割合が１／２以上のものに限られます。）

【床面積の要件】
　一戸建て住宅…延べ床面積が、５０㎡以上２８０㎡以下
　一戸建て以外の賃貸住宅…１区画あたり、４０㎡以上２８０㎡以下

【減額される範囲】
　減額の対象は、家屋の居住部分のみで、住宅部分が１２０㎡未満のものは、その全部が対象となり、
　１２０㎡を超える住宅の場合は、１２０㎡に相当する部分のみ減額の対象となります。

〇経年減点補正率とは・・
　家屋の建築後の年数の経過によって生ずる損耗の状況による減価等をあらわしたものです。

【減額される期間】
　ア　一般の住宅（イ以外の住宅） ・・・新築後３年度分
　　　アで長期優良住宅の場合 ・・・新築後５年度分
　イ　３階建以上の中高層耐火住宅 ・・・新築後５年度分
　　　イで長期優良住宅の場合 ・・・新築後７年度分

●未登録家屋の変更等に伴う届出について

　法務局（登記所）に登録されてなく、山中湖村に所在の家屋（未登録家屋）について、相続等により変更があ
る場合は、「未登録家屋変更届」の提出が必要となります。また、建物を滅失した場合も「取り壊し証明書」の提
出が必要になります。

◇提出書類
　①　未登録家屋変更届出書
　②　取り壊し証明書

◇添付書類
　①　所有者移転の場合は、譲渡証書（売買契約書の写し）及び旧所有者の印鑑証明書、相続の場合は、新所
　　　有者との続柄がわかる戸籍謄本及び遺産分割協議書（写し）又は相続人の同意書
　②　家屋を取り壊した場合は、解体業者からの解体証明書及び解体前後の写真

※長期優良住宅における減額の適用を受けるためには、認定申請書及び長期優良住宅の普及の促進に関する
法律施行規則（平成２１年国土交通省令第３号）第６条、第９条又は第１３条に規定する通知の写しが必要にな
ります。
　　
※長期優良住宅の認定制度につきましては、国土交通省ホームページ内「長期優良住宅法関連情報」をご確認
ください。

※平成３０年度課税分から、次に該当する住宅は、軽減期間の終了により１／２の減額措置の適用がなくなり、
本来の税額に戻ります。
　○平成２６年１月２日から平成２７年１月１日までに新築された一般の住宅
　○平成２４年１月２日から平成２５年１月１日までに新築された３階以上の中高層耐火住宅等

家屋評価のしくみ

国民健康保険税（第３期）

納期限及び口座振替日は： です。10月2日（月）

固定資産税に伴う新築家屋等の家屋評価は、
どのように評価されているのか説明します。
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平成 30 年(2018 年)3 月 31 日までに追納する場合の保険料額         〔月額〕 

・免除などを受けた期間の翌年度から数えて３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料額に一定の加算額が 
上乗せされます。なお、上記 部分の保険料には、一定の加算額が含まれています。 

期 間 

全額免除
法定免除
納付猶予 

学生納付特例 

一部免除 

3/4 免除 半額免除 1/4 免除 

平成 19 年 4 月～20 年 3 月分 15,040 円 11,280 円 7,520 円 3,760 円 
平成 20 年 4 月～21 年 3 月分 15,160 円 11,370 円 7,570 円 3,790 円 
平成 21 年 4 月～22 年 3 月分 15,250 円 11,430 円 7,620 円 3,810 円 
平成 22 年 4 月～23 年 3 月分 15,510 円 11,630 円 7,750 円 3,870 円 
平成 23 年 4 月～24 年 3 月分 15,290 円 11,460 円 7,650 円 3,820 円 
平成 24 年 4 月～25 年 3 月分 15,140 円 11,350 円 7,570 円 3,780 円 
平成 25 年 4 月～26 年 3 月分 15,120 円 11,340 円 7,560 円 3,780 円 
平成 26 年 4 月～27 年 3 月分 15,270 円 11,450 円 7,630 円 3,810 円 
平成 27 年 4 月～28 年 3 月分 15,590 円 11,690 円 7,790 円 3,900 円 
平成 28 年 4 月～29 年 3 月分 16,260 円 12,190 円 8,130 円 4,060 円 

国民年金保険料の追納をおすすめします！

知っていますか？ 国民年金保険料の免除制度

全額免除……保険料の全額を免除
一部免除……保険料の一部を免除（4 分の3 免除・半額免除・4 分の1 免除）

追納のご相談は、お近くの年金事務所へお問い合わせください。

～国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ～

　国民年金保険料の免除 ( 全額免除・一部免除・法定免除※)、納付猶予、学生納付特例を受けた期
間があると、保険料を全額納めたときに比べ、老齢基礎年金の年金額が少なくなります。
　そこで、将来受け取る老齢基礎年金の年金額を増やすために、10 年以内であれば、これらの期
間の保険料をさかのぼって納める ( 追納する ) ことができます。

　保険料は毎月納めていただきますが、収入の減少や失業等により保険料を納めることが難しくなる
こともあります。また、保険料を未納のままにしておくと、将来の「老齢基礎年金」や、障害・死亡といっ
た不測の事態が生じたときの「障害基礎年金」・「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があ
ります。
　経済的な理由により、保険料を納めることができない場合は、保険料を「全額免除」または「一部免除」
する制度があります。

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得※が、一定の金額以下であれば、申請者本人が免除を受
けることができます。

＜追納に関する注意事項＞
① 一部免除を受けた期間に、残りの納付すべき保険料を納付していない場合は、追納できません。
　 ( 例えば、3/4 免除の期間を追納する場合は、残りの 1/4 の保険料を納めている必要があります )
② 老齢基礎年金を受けられる方は、追納できません。
③ 追納は、免除などを受けた期間のうち、原則古い期間の保険料から納めることになります。
④ 追納するためには、申し込みが必要です。
   「国民年金保険料追納申込書」に必要事項を記載し、お近くの年金事務所へご提出ください。
   ( 郵送による提出も可能です )

※障害年金を受けている期間や生活保護の生活扶助を受けている期間などは、本人からの届出により
　国民年金保険料が全額免除されます。これを法定免除といいます。

※免除の承認を受けた期間は、年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に含まれます。

※平成28 年 7 月～平成29 年 6 月の保険料は平成27 年中の所得で、平成29 年 7 月～平成30 年 6 月の保険
　料は平成28 年中の所得で審査を行います。

・「国民年金保険料追納申込書」は、日本年金機構ホームページ（http://www.nenkin.go.jp/）から
  ダウンロードすることができます。

免除や納付猶予を受けていない期間で保険料を納めていない期間は、2 年を経過すると納め
ることができませんが、平成 30 年 9 月までに限り、過去５年分まで納めることができます。
詳しくはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

後納制度の
お知らせ

※免除が承認された場合の保険料を納めていない期間は、未納扱いとなりますのでご注意ください。

●免除が承認された場合の免除額と保険料

1 6 , 4 9 0 円免除額
全額免除

「免除」や「追納」に関する詳しい内容は、日本年金機構ホームページをご覧ください。

8 , 2 4 0 円
半額免除

1 2 , 3 7 0 円
４分の３免除

4 , 1 2 0 円
４分の１免除

【平成29 年度の月額保険料】

０円保険料 8 , 2 5 0 円4 , 1 2 0 円※ ※ ※1 2 , 3 7 0 円

免除を受けるための条件を確認してください

　申請する場合は、「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」（申請書は各窓口、日本年金機構ホームペー
ジにあります）を、役場の国民年金担当窓口もしくはお近くの年金事務所にご提出ください（郵送も
可能です）。
＊納付猶予… 50 歳未満（平成28 年 6 月以前は、30 歳未満）の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定
　額以下の場合に、保険料納付が猶予される制度のことです。

＊審査は、住民税の申告内容をもとに行いますので、所得の申告を忘れずに行ってください。

申請をしてください

　免除の申請は、過去2 年（申請月の2 年 1 カ月前の月分）までさかのぼって申請することができます。
例えば、平成29 年 7 月に申請する場合は、平成27 年 6 月までさかのぼって申請できます。詳しくは、
役場の国民年金担当窓口もしくはお近くの年金事務所にご相談ください。

申請できる期間を確認してください

　全額免除の承認を受けた方が、翌年度以降も引き続き、全額免除の承認を希望する場合には、申請
が不要になります。ただし、失業等を理由とした特例による免除承認であった場合には、翌年度も申
請書の提出が必要です。

ご希望により、毎年の申請が不要になります

　全額免除または一部免除が承認されると、付加年金および国民年金基金はご利用できません。また、
付加年金および国民年金基金は、さかのぼっての加入ができません。

付加年金・国民年金基金に加入している方はご注意ください

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp /
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免除を受けるための条件を確認してください

　申請する場合は、「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」（申請書は各窓口、日本年金機構ホームペー
ジにあります）を、役場の国民年金担当窓口もしくはお近くの年金事務所にご提出ください（郵送も
可能です）。
＊納付猶予… 50 歳未満（平成28 年 6 月以前は、30 歳未満）の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定
　額以下の場合に、保険料納付が猶予される制度のことです。

＊審査は、住民税の申告内容をもとに行いますので、所得の申告を忘れずに行ってください。

申請をしてください

　免除の申請は、過去2 年（申請月の2 年 1 カ月前の月分）までさかのぼって申請することができます。
例えば、平成29 年 7 月に申請する場合は、平成27 年 6 月までさかのぼって申請できます。詳しくは、
役場の国民年金担当窓口もしくはお近くの年金事務所にご相談ください。

申請できる期間を確認してください

　全額免除の承認を受けた方が、翌年度以降も引き続き、全額免除の承認を希望する場合には、申請
が不要になります。ただし、失業等を理由とした特例による免除承認であった場合には、翌年度も申
請書の提出が必要です。

ご希望により、毎年の申請が不要になります

　全額免除または一部免除が承認されると、付加年金および国民年金基金はご利用できません。また、
付加年金および国民年金基金は、さかのぼっての加入ができません。

付加年金・国民年金基金に加入している方はご注意ください

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp /
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開
催
時
間
内
に
、お

手
元
に
あ
る
関
係

資
料
な
ど
と
、お
聞

き
に
な
り
た
い
こ

と
を
ま
と
め
て
開

催
場
所
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】１０
月
１８
日（
水
）　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

【
開
催
場
所
】山
中
湖
村
役
場
　
２
階
会
議
室

【
担
当
弁
護
士
】山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
　
１
名

【
相
談
内
容
】離
婚
、相
続
、土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
、

　
　
　
　
　
交
通
事
故
損
害
賠
償
、

　
　
　
　
　
サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
な
ど

【
相
談
方
法
】面
談
の
み（
予
約
制
と
し
ま
す
。10
月
16
日
ま

　
　
　
　
　
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

弁
護
士
に
よ
る

「
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
」

法
的
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

　
　こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
女
性
政
策
係

　
　
　
　
　
　
℡
６
２‐

１
１
１
１

　
山
中
湖
村
内
各
所（
山
中
小
学
校
、東
小

学
校
、山
中
湖
中
学
校
、き
ら
ら
）で
育
て
て

い
る
県
天
然
記
念
物
の
フ
ジ
マ
リ
モ
が
8
月

22
日（
火
）〜

10
月
9
日（
月
・
祝
）の
間
、上

野
の
国
立
科
学
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
で
見
守
っ
て
き
た
フ
ジ
マ
リ
モ

が
出
張
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
見
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

フ
ジ
マ
リ
モ
の
展
示

　
厚
生
労
働
省
で
は
、毎
年
９
月
１
日
〜
９
月
３０
日
ま
で
を「
食
生

活
改
善
普
及
運
動
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
は
、昨
年
度
よ
り
引
き
続
い
て「
食
事
を
お
い
し

く
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
」を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、『
毎
日
プ
ラ
ス
一
皿
の

野
菜
』『
お
い
し
く
減
塩
１
日
マ
イ
ナ
ス
２
ｇ
』の
ほ
か
、平
成
２７

年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
か
ら『
毎
日
の
く
ら
し
に

w
i
t
h
ミ
ル
ク
』を
追
加
し
、取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
人
の
目
標
食
塩
摂
取
量
は
１
日
、男
性
８
ｇ
、女
性
７
ｇ

で
す
。

　
健
康
・
長
生
き
の
た
め
に
、こ
の
機
会
に
食
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
改
善
普
及
運
動
月
間

◎スマート・ライフ・プロジェクト
　http://www.smartlife.go.jp/
◎食生活改善普及運動特設ページ
　http://www.smartlife.go.jp/plus1tool
　（啓発ツール掲載）
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全
国
中
学
校

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

　
7
月
28
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）に
か
け
て
、

全
国
中
学
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
が
、富
山
県
射

水
市
海
竜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。山

中
湖
中
学
校
ヨ
ッ
ト
部
15
名
が
参
加
し
、Ｏ
Ｐ

級
・
ミ
ニ
ホ
ッ
パ
ー
級
・
シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
Ｓ
Ｒ
の

各
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。結

果
は
、学
校
団
体
戦
で
第
5
位
入
賞
、個
人
で

は
、山
中
湖
中
学
校
2
年
生
の
長
田
貴
哉
君
が
、

ミ
ニ
ホ
ッ
パ
ー
級
で
8
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

第
６８
回

山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

山
中
湖
中
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

初
優
勝

　
７
月
２６
・
２７
・
２９
日
に
小
瀬
体
育
館
他
で
、第
６８
回
山
梨
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。１
回
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
み
、

ベ
ス
ト
４
か
ら
下
吉
田
中
、吉
田
中
、富
士
学
苑
中
と
の
リ
ー
グ
戦
を

行
い
全
勝
し
創
部
以
来
初
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。３
年
生
６
人
を

中
心
に
、激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ェ
ン
ス
を

武
器
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
、県
１
年
生
大
会
、県

新
人
大
会
、県
交
流
大
会
、

県
選
手
権
大
会
に
続
き
、県

内
大
会
無
敗
の
偉
業
を
達
成

し
ま
し
た
。顧
問
の
小
塚
先

生
は
、「
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
１７
人
の
部
員
達
は
、バ
ス

ケ
ッ
ト
の
技
術
も
優
れ
て
い

る
が
、全
員
仲
が
良
く
、お

互
い
を
信
頼
し
合
え
る
関
係

で
あ
り
、ま
た
、素
直
で
真
面

目
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
す
る

ハ
ー
ト
の
良
い
選
手
た
ち
で

あ
る
こ
と
も
強
さ
の
秘
訣
で

あ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山
中
湖

ヨ
ッ
ト
教
室

　
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ヨ
ッ
ト
教

室
が
、７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
全
８

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
梨
県

セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
方
々
の
ご
指
導

の
も
と
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

湖
面
に
広
が
る
風
の
な
か
で
ヨ
ッ
ト

を
走
ら
せ
、自
然
の
中
に
溶
け
込
む

瞬
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。



広報やまなかこ 2017年9月号

※

開
催
時
間
内
に
、お

手
元
に
あ
る
関
係

資
料
な
ど
と
、お
聞

き
に
な
り
た
い
こ

と
を
ま
と
め
て
開

催
場
所
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】１０
月
１８
日（
水
）　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

【
開
催
場
所
】山
中
湖
村
役
場
　
２
階
会
議
室

【
担
当
弁
護
士
】山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
　
１
名

【
相
談
内
容
】離
婚
、相
続
、土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
、

　
　
　
　
　
交
通
事
故
損
害
賠
償
、

　
　
　
　
　
サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
な
ど

【
相
談
方
法
】面
談
の
み（
予
約
制
と
し
ま
す
。10
月
16
日
ま

　
　
　
　
　
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

弁
護
士
に
よ
る

「
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
」

法
的
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

　
　こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
女
性
政
策
係

　
　
　
　
　
　
℡
６
２‐

１
１
１
１

　
山
中
湖
村
内
各
所（
山
中
小
学
校
、東
小

学
校
、山
中
湖
中
学
校
、き
ら
ら
）で
育
て
て

い
る
県
天
然
記
念
物
の
フ
ジ
マ
リ
モ
が
8
月

22
日（
火
）〜

10
月
9
日（
月
・
祝
）の
間
、上

野
の
国
立
科
学
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
で
見
守
っ
て
き
た
フ
ジ
マ
リ
モ

が
出
張
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
見
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

フ
ジ
マ
リ
モ
の
展
示

　
厚
生
労
働
省
で
は
、毎
年
９
月
１
日
〜
９
月
３０
日
ま
で
を「
食
生

活
改
善
普
及
運
動
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
は
、昨
年
度
よ
り
引
き
続
い
て「
食
事
を
お
い
し

く
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
」を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、『
毎
日
プ
ラ
ス
一
皿
の

野
菜
』『
お
い
し
く
減
塩
１
日
マ
イ
ナ
ス
２
ｇ
』の
ほ
か
、平
成
２７

年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
か
ら『
毎
日
の
く
ら
し
に

w
i
t
h
ミ
ル
ク
』を
追
加
し
、取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
人
の
目
標
食
塩
摂
取
量
は
１
日
、男
性
８
ｇ
、女
性
７
ｇ

で
す
。

　
健
康
・
長
生
き
の
た
め
に
、こ
の
機
会
に
食
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
改
善
普
及
運
動
月
間

◎スマート・ライフ・プロジェクト
　http://www.smartlife.go.jp/
◎食生活改善普及運動特設ページ
　http://www.smartlife.go.jp/plus1tool
　（啓発ツール掲載）

Report

全
国
中
学
校

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

　
7
月
28
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）に
か
け
て
、

全
国
中
学
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
が
、富
山
県
射

水
市
海
竜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。山

中
湖
中
学
校
ヨ
ッ
ト
部
15
名
が
参
加
し
、Ｏ
Ｐ

級
・
ミ
ニ
ホ
ッ
パ
ー
級
・
シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
Ｓ
Ｒ
の

各
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。結

果
は
、学
校
団
体
戦
で
第
5
位
入
賞
、個
人
で

は
、山
中
湖
中
学
校
2
年
生
の
長
田
貴
哉
君
が
、

ミ
ニ
ホ
ッ
パ
ー
級
で
8
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

第
６８
回

山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

山
中
湖
中
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

初
優
勝

　
７
月
２６
・
２７
・
２９
日
に
小
瀬
体
育
館
他
で
、第
６８
回
山
梨
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。１
回
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
み
、

ベ
ス
ト
４
か
ら
下
吉
田
中
、吉
田
中
、富
士
学
苑
中
と
の
リ
ー
グ
戦
を

行
い
全
勝
し
創
部
以
来
初
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。３
年
生
６
人
を

中
心
に
、激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ェ
ン
ス
を

武
器
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
、県
１
年
生
大
会
、県

新
人
大
会
、県
交
流
大
会
、

県
選
手
権
大
会
に
続
き
、県

内
大
会
無
敗
の
偉
業
を
達
成

し
ま
し
た
。顧
問
の
小
塚
先

生
は
、「
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
１７
人
の
部
員
達
は
、バ
ス

ケ
ッ
ト
の
技
術
も
優
れ
て
い

る
が
、全
員
仲
が
良
く
、お

互
い
を
信
頼
し
合
え
る
関
係

で
あ
り
、ま
た
、素
直
で
真
面

目
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
す
る

ハ
ー
ト
の
良
い
選
手
た
ち
で

あ
る
こ
と
も
強
さ
の
秘
訣
で

あ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山
中
湖

ヨ
ッ
ト
教
室

　
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ヨ
ッ
ト
教

室
が
、７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
全
８

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
梨
県

セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
方
々
の
ご
指
導

の
も
と
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

湖
面
に
広
が
る
風
の
な
か
で
ヨ
ッ
ト

を
走
ら
せ
、自
然
の
中
に
溶
け
込
む

瞬
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。



広報やまなかこ 2017年9月号

ReportReport

Ｔ
Ｂ
Ｓ

こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
平
成
29
年
度（
第
65
期
）Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
、山
中
湖
村
か
ら
は
7
月
26
日（
水
）に
東
京
都
江
戸

川
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
山
中
湖
中
学
校（
ブ
ル
ー
レ
イ
ク

ビ
ー
ト
）が
、7
月

28
日（
金
）に
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
に
て
東

小
学
校（
3
年
生
か
ら
6
年
生
）が
参
加
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

「
M
a
r
g
u
a
r
i
t
e（
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
）」、「
あ
し
た
笑
顔

に
な
あ
れ
」を
披
露
し
、山
中
湖
中
学
校
が
優
秀
賞
、東
小
学
校

が
優
良
賞
の
成
績
を
収
め
、素
晴
ら
し
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
１２
日（
土
）、第
１
回「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
主
催
：
山
中
区
、後
援
：
教
育
委
員
会
）が
、花
の
都
公
園

芝
生
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
の
も
と
、村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
観
光
客
の
方

な
ど
、１
２
０
０
名
を
超
え
る
お
客
様
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、山
中
湖
中
学
校
ブ
ル
ー
レ
イ
ク

ビ
ー
ト
や
山
中
明
神
太
鼓
、本
村
出
身
の
H
‐
P
I
C
E

（
椙
浦
光
）さ
ん
、C
o
C
o
R
o（
羽
田
こ
こ
ろ
）さ
ん

ら
に
よ
る
演
奏
や
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。金
魚
す
く

い
や
焼
き
そ
ば
等
の
模
擬
店
や
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、カ

ブ
ト
ム
シ
の
無
料
配
布
な
ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
夏

の
ひ
と
時
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。締
め
く
く
り
に
は
、

約
２
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、歓
声
が
沸
き

お
こ
り
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
山
中
区
役
員
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
山
中
地
区
育
成
会
、山
中
青
年
団
、お
も
て
な
し

会
、山
中
婦
人
会
等
の
皆
さ
ん
が
実
行
委
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
小
学
生
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
、7
月
25
日

か
ら
4
日
間
、交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場

「
ぴ
っ
ち
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。村
内
小
学
生
15
名
が
参

加
し
、講
師
に
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
前
J
2
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
G
M
の
萩
原
武
久
先
生
を
迎
え
、サ
ッ
カ
ー
の

技
術
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
教
室
に
は
、茨
城
県
つ
く
ば
市
の
並
木
F
C
の
子
ど
も

30
名
も
参
加
し
、交
流
や
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
で
本
教
室
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、30

年
以
上
ご
指
導
い
た
だ
い
た
、萩
原
武
久
先
生
に
村
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保
護
者
の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ・

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　
6
月
12
日
か
ら
7
月
20
日
ま
で
週
２

回（
計
11
回
）、ボ
ク
シ
ン
グ
・
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
教
室
が
山
中
湖
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
主
催
に
よ
り
山
中
湖
村
公
民
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、幅

広
い
年
齢
層
の
方
に
参
加
を
し
て
い
た

だ
き
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

陶
芸
教
室

　
今
年
度
は
道
志
村
の
プ
ロ
の
陶
芸
家 

石

川
秀
隆
氏
の
指
導
の
も
と
、陶
芸
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。会
場
と
な
っ
た
蒼
生
庵
は
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
で
埋
ま
り
、活
気
あ
る

教
室
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

年
度
は
事
前
に
作
品
を
１
点
選
び
、作
品
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、先
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。来

年
度
も
引
き
続
き
陶
芸
教
室
を
開
催
す
る
予

定
で
す
の
で
、た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

地
引
き
網
体
験
教
室

　
7
月
22
日
に
山
中
湖
村
平
野「
夕
焼
け
の
渚
」

の
砂
浜
に
於
い
て
、山
中
湖
漁
業
協
同
組
合
の
協

力
の
も
と
、山
中
湖
地
引
網
体
験
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
古
く
か
ら
山
中
湖
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
漁

法
、地
引
網
を
園
児
、児
童
23
名
と
保
護
者
が
参

加
し
、自
然
豊
か
な
湖
で
育
っ
た
、鯉
な
ど
を
捕
ま

え
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
魚
を
抱
っ
こ

し
た
り
、追
い
か
け
回
し
た
り
、楽
し
く
ふ
れ
あ

う
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
山
中
湖
サ
ッ
カ
ー
教
室

ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
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ル
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Ｂ
Ｓ
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i
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と
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湖
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山
中
湖
の
美
し
い
早
春
に
芽
生

え
る
土
筆
の
よ
う
に
、お
お
ら
か
に

「
書
」
を
楽
し
み
、学
ぼ
う
と
始
め

て
７
年
。
漢
字
、か
な
、現
代
詩
な

ど
、清
々
し
い
墨
の
香
の
中
で
、心

を
込
め
筆
を
持
つ
一
時
は
、心
豊
か

に
又
心
優
し
く
な
れ
、心
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。検
定
に
合
格
す
る

と
「
雅
号
」
も
頂
け
ま
す
。
月
２

回
、月
曜
の
午
後
、旭
日
丘
公
民
館

で
集
い
書
い
て
い
ま
す
。楽
し
い
会

で
す
。

山中湖村文化協会では多くの方々に活動内容を知っていただきたく、各部の紹介を行っています。

山中湖村文化協会　所属団体の紹介

問
い
合
わ
せ
　
山
中
湖
村
文
化
協
会
事
務
局
　
℡
６
２
‐
３
８
１
３

山
中
湖
土
筆
書
道
会

　
私
達
舞
踊
部
「
雅
会
」
は
、頭
の

体
操
だ
と
思
い
今
ま
で
練
習
を
し

て
ザ
郡
内
舞
踊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
に
出
演
し
て
い
ま
し
た
が
、２
年

位
前
か
ら
体
の
不
調
な
ど
で
休
ん

で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
文
化
祭
に
参
加
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雅
会

問い合わせ
申し込み

ぴゅあ富士イベント情報

ぴゅあ富士 ℡.0554-45-1666

9月4日（月）

9月29日（金）

ハッピーコミュニケーション

こころの健康を考える

〈無料〉10：00～11：30

10：00～12：00

講師／今井真理子

講師／駒田かほ

持ち物／なし
無料託児／あり 対象／どなたでも ５０名

〈無料〉持ち物／なし
無料託児／あり 対象／一般女性 ２０名

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し
て

男女共同参画社会を目指して 9 月 号

　
7
月
21
日
、富
士
吉
田
合
同
庁
舎
で
、山
梨
県
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る「
被
災
地
の
実
情
を
踏
ま
え
た
備
え
に
つ
い

て（
自
助
・
共
助
）」と
い
う
テ
ー
マ
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
、
40
名
の
定
員
に
対
し
て
71
名（
内
、女
性
3
割
）

の
参
加
が
あ
り
、改
め
て
地
域
防
災
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。受
講
者
は
行
政
担
当
者
、各
地
区
自
主
防
災
会
の
方
々

で
、防
災
の
専
門
講
師
か
ら
新
潟
中
越
地
震
、熊
本
地
震
、九
州
北
部
豪
雨
な
ど
現
地
で
の
負
傷
者
の
救
出
時
の
生
々
し
い
体

験
談
及
び
避
難
所
で
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
報
道
さ
れ
な
い
実
態
を
聞
い
た
後
、避
難
所
図
上
演
習
を
行
い
ま
し
た
。わ
ず
か
の
時

間
で
し
た
が
、災
害
時
に
自
分
は
何
が
で
き
る
か
と
、課
題
の
多
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
講
座
で
し
た
。

☆
講
座
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
・・・

　
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、防
災
関
係
機
関
は
総
力
で
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、同
時
多
発
的
に
1
1
9
番
通
報

な
ど
が
入
り
、道
路
の
破
損
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
遮
断
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
迅
速
な
救
出
救
助
活
動
が
行
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、「
自
助（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）・
共
助（
力
を
合
わ
せ
て

助
け
合
い
、自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
）」が
重
要
と
な
り
、普
段
か
ら
近
隣
の
方
と
顔
見
知
り
に
な
り
、地
域
で
の
協
力
態
勢

を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
、防
災
訓
練
の
目
的
は
そ
の
地
域
の
こ
と
や
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。な
ぜ
な
ら
ば
、そ
れ
が
自
助
・
共
助
の
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
か
ら
で
す
。」・・・

　
今
ま
で
の
防
災
訓
練
は
、消
火
器
消
火
や
A
E
D
の
使
い
方
に
は
じ
ま
り
、放
水
な
ど
が
定
番
で
し
た
が
、最
近
で
は
防
災

訓
練
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
地
域
の
祭
り
な
ど
楽
し
み
の
要
素
を
加
え
る
、避
難
所
運
営
、図
上

訓
練
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
、訓
練
の
内
容
も
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。当
村
で
も
毎
年
9
月
に
防
災
訓
練
を
各
地
区

で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、必
要
な
こ
と
は
、た
だ
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、「
い
ざ
と
い
う
時
ど
う
す
る
か
」と
い
う
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
で
す
。災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、自
助
・
共
助
が
必
要
と
な
り
自
分
が
災
害
を
生
き
抜
く
た
め

に
、ま
た
、周
囲
の
人
を
災
害
か
ら
救
う
た
め
に
も
、地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
防
災
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、養
成
講
座
を
受
講
し
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、講
師
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
の一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

１　
す
ぐ
に
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を

２　
避
難
は
明
る
い
う
ち
に
、早
め
に

３　
災
害
時
の
物
資
運
搬
に
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク（
エ
ア
ー
サ
ス
バ
ネ
）は
デ
コ
ボ
コ
道
路
で
故
障
が
多
い
、2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
高
床
は

　
　
便
利
、軽
ト
ラ
は
腹
が
つ
く

４　
避
難
所
物
資
受
入
担
当
者
は
運
送
業
経
験
者
に
任
せ
る

５　
避
難
所
更
衣
室
の
見
張
り
は
女
性
に
限
る

６　
「
釜
石
の
悲
劇
」・「
釜
石
の
奇
跡
」を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
み
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
.
Y
）
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山
中
湖
の
美
し
い
早
春
に
芽
生

え
る
土
筆
の
よ
う
に
、お
お
ら
か
に

「
書
」
を
楽
し
み
、学
ぼ
う
と
始
め

て
７
年
。
漢
字
、か
な
、現
代
詩
な

ど
、清
々
し
い
墨
の
香
の
中
で
、心

を
込
め
筆
を
持
つ
一
時
は
、心
豊
か

に
又
心
優
し
く
な
れ
、心
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。検
定
に
合
格
す
る

と
「
雅
号
」
も
頂
け
ま
す
。
月
２

回
、月
曜
の
午
後
、旭
日
丘
公
民
館

で
集
い
書
い
て
い
ま
す
。楽
し
い
会

で
す
。

山中湖村文化協会では多くの方々に活動内容を知っていただきたく、各部の紹介を行っています。

山中湖村文化協会　所属団体の紹介

問
い
合
わ
せ
　
山
中
湖
村
文
化
協
会
事
務
局
　
℡
６
２
‐
３
８
１
３

山
中
湖
土
筆
書
道
会

　
私
達
舞
踊
部
「
雅
会
」
は
、頭
の

体
操
だ
と
思
い
今
ま
で
練
習
を
し

て
ザ
郡
内
舞
踊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
に
出
演
し
て
い
ま
し
た
が
、２
年

位
前
か
ら
体
の
不
調
な
ど
で
休
ん

で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
文
化
祭
に
参
加
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雅
会

問い合わせ
申し込み

ぴゅあ富士イベント情報

ぴゅあ富士 ℡.0554-45-1666

9月4日（月）

9月29日（金）

ハッピーコミュニケーション

こころの健康を考える

〈無料〉10：00～11：30

10：00～12：00

講師／今井真理子

講師／駒田かほ

持ち物／なし
無料託児／あり 対象／どなたでも ５０名

〈無料〉持ち物／なし
無料託児／あり 対象／一般女性 ２０名

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し
て

男女共同参画社会を目指して 9 月 号

　
7
月
21
日
、富
士
吉
田
合
同
庁
舎
で
、山
梨
県
地
域
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主
催
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の
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踏
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防
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催
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、
40
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員
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71
名（
内
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3
割
）

の
参
加
が
あ
り
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て
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防
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の
関
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の
高
さ
を
感
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し
た
。受
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、各
地
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防
災
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の
方
々

で
、防
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の
専
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師
か
ら
新
潟
中
越
地
震
、熊
本
地
震
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豪
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な
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地
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出
時
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々
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体
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談
及
び
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な
ど
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後
、避
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上
演
習
を
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い
ま
し
た
。わ
ず
か
の
時

間
で
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た
が
、災
害
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何
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か
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の
多
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。

☆
講
座
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
・・・
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場
合
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取
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が
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1
1
9
番
通
報

な
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損
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な
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近
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知
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訓
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地
域
の
こ
と
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知
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と
で
も
あ
り
ま

す
。な
ぜ
な
ら
ば
、そ
れ
が
自
助
・
共
助
の
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
か
ら
で
す
。」・・・
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で
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訓
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近
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ボ
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入
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当
者
は
運
送
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者
に
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更
衣
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の
見
張
り
は
女
性
に
限
る
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山中湖交流プラザきらら
TEL.20-3111http://www.kirarayamanakako.jp/　TEL.20-3111

　
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
で
は
、人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
ぴ
っ
ち
）を
会
場
に
し
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
大
会
で
は
96
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、多
く
の

方
と
親
睦
交
流
が
深
め
ら
れ
、と
て
も
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
大
会
も
入
賞
者
だ
け
で
な
く
、と
び
賞
・
ラ
ッ
キ
ー

賞
・
G
S
C
賞
、参
加
賞
等
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時
：
９
月
20
日（
水
）  

午
前
9
時
〜
午
後
1
時（
予
定
）

　
　
　 

※
雨
天
の
場
合
は
、９
月
21
日（
木
）に
延
期
し
ま
す
。

◎
会
場
：
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら（
ぴ
っ
ち
）

◎
参
加
資
格
：
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
み
た
い
方

◎
参
加
料
：
お
一
人 

1,
0
0
0
円
※
参
加
料
は
当
日
払
い
で
す
。

G
S
C
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
！

山
中
湖
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク

N
P
O
法
人
富
士
山
自
然
学
校
（
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
内
）

T
E
L 

2
0
‐
3
1
1
1 

ま
た
は 

0
9
0
‐
2
7
4
0
‐
4
0
0
0

F
A
X 

2
0
‐
3
1
1
2

　
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ハ
リ
モ
ミ
純
林
を
歩
き
、溶
岩
流
の
上
に
生

育
し
た
ハ
リ
モ
ミ
林
と
初
秋
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。

◎
日
時
：
９
月
３
日（
日
）午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
ご
ろ

◎
集
合
場
所
：
花
の
都
公
園「
ほ
う
と
う
・
花
庵
」駐
車
場

◎
持
ち
物
等
：
歩
き
や
す
い
服
装
で
、飲
み
物
・
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ハ
リ
モ
ミ
純
林
散
策
コ
ー
ス

　
き
ら
ら
〜
パ
ノ
ラ
マ
台
〜
明
神
山
〜
三
国
峠
〜
き
ら
ら
を
ハ
イ
キ
ン

グ
し
ま
す
。山
頂
で
白
花
の
フ
ジ
ア
ザ
ミ
が
見
ら
れ
る
予
定
で
す
。

◎
日
時
：
９
月
１０
日（
日
） 

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
ご
ろ

          

（
山
頂
で
軽
食
予
定
）

◎
集
合
場
所
：
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
管
理
棟

◎
持
ち
物
等
：
ハ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
る
服
装
で
、軽
食
・
飲
み

                

物
・
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

明
神
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
、撫
岳
荘
前
浜
〜
き
ら
ら
浜
の
間
で
湖
畔
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
：
９
月
２３
日（
土
）　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
ご
ろ

◎
集
合
場
所
：
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
管
理
棟

◎
持
ち
物
等
：
飲
み
物
・
軍
手
、湖
畔
を
歩
き
ま
す
の
で
長
靴
着
用

※

ス
マ
ホ
ま
た
は
Ｐ
Ｃ
で「
山
中
湖
宝
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
」に
掲
載
の
以
下
の「
宝
」に
出
会
え
ま
す
。

　
　
　
ハ
リ
モ
ミ
コ
ー
ス
↓「
ハ
リ
モ
ミ
純
林
」「
ハ
リ
モ
ミ
の
大
木
」「
溶
岩
と
そ
の
中
を
流
れ
る
沢
」

※

エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
定
員
は
２０
名
で
、費
用
は
無
料
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

雨
天
等
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

湖
畔
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
内

ス
ポ
ー
ツ
部
門
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
担
当
ス
タ
ッ
フ

T
E
L 

2
0
‐
3
1
1
1

F
A
X 

2
0
‐
3
1
1
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

花の都公園　9月の開花予定　秋のイベント『秋の彩り』

■
開
催
期
間
： 

9
月
16
日（
土
）〜
11
月
5
日（
日
）

■
イ
ベ
ン
ト
予
定

　
◆
百
日
草
：
開
花
中
〜
10
月
上
旬
　《
百
日
草
摘
み
取
り
体
験
も
9
月
中
旬
ま
で
開
催
中
！
》

　
◆
サ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス 

エ
コ
ガ
ー
デ
ン
：
開
花
中
〜
10
月
上
旬

　
◆
コ
ス
モ
ス
：
開
花
中
〜
10
月
中
旬

　
◆
黄
花
コ
ス
モ
ス
：
開
花
中
〜
10
月
中
旬

　
◆
ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
　
p
a
r
t
２

　
◆
収
穫
フ
ェ
ア
：
9
月
中
旬
〜
9
月
下
旬

　
◆
遅
咲
き
ヒ
マ
ワ
リ
：
9
月
下
旬
〜
10
月
上
旬

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
花
の
都
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
開
花
時
期
は
天
候
等
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
村
民
の
皆
さ
ん
へ
：
村
民
証
の
提
示
で
入
園
料
・
駐
車
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
村
民
証
は
、清
流
の
里
入
口
ゲ
ー
ト
に
て
ご
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　花の都公園　℡.62-5587

Facebookで観光情報を発信しています！
　平成２５年の開設以来、多くの村民・観光客の皆さんにご覧いただき、大変好評を得
ております。
　山中湖の最新イベントや観光情報をリアルタイムで発信していきますので、今後もよ
ろしくお願いします。

山中湖村観光課Facebook
https://www.facebook.com/yamanakakomura.kankou/

問い合わせ：観光課　総合窓口係　TEL.62-9977

山中湖温泉 紅富士の湯
9月は12日（火）を除き営業いたしますので、ご利用ください

問い合わせ　山中湖温泉 紅富士の湯　TEL.２０-２７００

■営業時間：10:00～21:00（最終受付は20:30）
※村民の皆さんへ：村民証の提示で入館料が村民料金となりますのでお気軽にお越しください
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TEL.20-3111http://www.kirarayamanakako.jp/　TEL.20-3111

　
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
で
は
、人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
ぴ
っ
ち
）を
会
場
に
し
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
大
会
で
は
96
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、多
く
の

方
と
親
睦
交
流
が
深
め
ら
れ
、と
て
も
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
大
会
も
入
賞
者
だ
け
で
な
く
、と
び
賞
・
ラ
ッ
キ
ー

賞
・
G
S
C
賞
、参
加
賞
等
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時
：
９
月
20
日（
水
）  

午
前
9
時
〜
午
後
1
時（
予
定
）

　
　
　 

※
雨
天
の
場
合
は
、９
月
21
日（
木
）に
延
期
し
ま
す
。

◎
会
場
：
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら（
ぴ
っ
ち
）

◎
参
加
資
格
：
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
み
た
い
方

◎
参
加
料
：
お
一
人 

1,
0
0
0
円
※
参
加
料
は
当
日
払
い
で
す
。

G
S
C
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
！

山
中
湖
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク

N
P
O
法
人
富
士
山
自
然
学
校
（
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
内
）

T
E
L 

2
0
‐
3
1
1
1 

ま
た
は 

0
9
0
‐
2
7
4
0
‐
4
0
0
0

F
A
X 

2
0
‐
3
1
1
2

　
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ハ
リ
モ
ミ
純
林
を
歩
き
、溶
岩
流
の
上
に
生

育
し
た
ハ
リ
モ
ミ
林
と
初
秋
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。

◎
日
時
：
９
月
３
日（
日
）午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
ご
ろ

◎
集
合
場
所
：
花
の
都
公
園「
ほ
う
と
う
・
花
庵
」駐
車
場

◎
持
ち
物
等
：
歩
き
や
す
い
服
装
で
、飲
み
物
・
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ハ
リ
モ
ミ
純
林
散
策
コ
ー
ス

　
き
ら
ら
〜
パ
ノ
ラ
マ
台
〜
明
神
山
〜
三
国
峠
〜
き
ら
ら
を
ハ
イ
キ
ン

グ
し
ま
す
。山
頂
で
白
花
の
フ
ジ
ア
ザ
ミ
が
見
ら
れ
る
予
定
で
す
。

◎
日
時
：
９
月
１０
日（
日
） 
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
ご
ろ

          

（
山
頂
で
軽
食
予
定
）

◎
集
合
場
所
：
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
管
理
棟

◎
持
ち
物
等
：
ハ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
る
服
装
で
、軽
食
・
飲
み

                

物
・
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

明
神
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
、撫
岳
荘
前
浜
〜
き
ら
ら
浜
の
間
で
湖
畔
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
：
９
月
２３
日（
土
）　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
ご
ろ

◎
集
合
場
所
：
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
管
理
棟

◎
持
ち
物
等
：
飲
み
物
・
軍
手
、湖
畔
を
歩
き
ま
す
の
で
長
靴
着
用

※

ス
マ
ホ
ま
た
は
Ｐ
Ｃ
で「
山
中
湖
宝
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
」に
掲
載
の
以
下
の「
宝
」に
出
会
え
ま
す
。

　
　
　
ハ
リ
モ
ミ
コ
ー
ス
↓「
ハ
リ
モ
ミ
純
林
」「
ハ
リ
モ
ミ
の
大
木
」「
溶
岩
と
そ
の
中
を
流
れ
る
沢
」

※

エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
定
員
は
２０
名
で
、費
用
は
無
料
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

雨
天
等
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

湖
畔
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
内

ス
ポ
ー
ツ
部
門
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
担
当
ス
タ
ッ
フ

T
E
L 

2
0
‐
3
1
1
1

F
A
X 

2
0
‐
3
1
1
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

花の都公園　9月の開花予定　秋のイベント『秋の彩り』

■
開
催
期
間
： 

9
月
16
日（
土
）〜
11
月
5
日（
日
）

■
イ
ベ
ン
ト
予
定

　
◆
百
日
草
：
開
花
中
〜
10
月
上
旬
　《
百
日
草
摘
み
取
り
体
験
も
9
月
中
旬
ま
で
開
催
中
！
》

　
◆
サ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス 

エ
コ
ガ
ー
デ
ン
：
開
花
中
〜
10
月
上
旬

　
◆
コ
ス
モ
ス
：
開
花
中
〜
10
月
中
旬

　
◆
黄
花
コ
ス
モ
ス
：
開
花
中
〜
10
月
中
旬

　
◆
ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
　
p
a
r
t
２

　
◆
収
穫
フ
ェ
ア
：
9
月
中
旬
〜
9
月
下
旬

　
◆
遅
咲
き
ヒ
マ
ワ
リ
：
9
月
下
旬
〜
10
月
上
旬

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
花
の
都
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
開
花
時
期
は
天
候
等
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
村
民
の
皆
さ
ん
へ
：
村
民
証
の
提
示
で
入
園
料
・
駐
車
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
村
民
証
は
、清
流
の
里
入
口
ゲ
ー
ト
に
て
ご
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　花の都公園　℡.62-5587

Facebookで観光情報を発信しています！
　平成２５年の開設以来、多くの村民・観光客の皆さんにご覧いただき、大変好評を得
ております。
　山中湖の最新イベントや観光情報をリアルタイムで発信していきますので、今後もよ
ろしくお願いします。

山中湖村観光課Facebook
https://www.facebook.com/yamanakakomura.kankou/

問い合わせ：観光課　総合窓口係　TEL.62-9977

山中湖温泉 紅富士の湯
9月は12日（火）を除き営業いたしますので、ご利用ください

問い合わせ　山中湖温泉 紅富士の湯　TEL.２０-２７００

■営業時間：10:00～21:00（最終受付は20:30）
※村民の皆さんへ：村民証の提示で入館料が村民料金となりますのでお気軽にお越しください
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つどいの広場No.155

★各子育て教室は事前予約が必要です。電話ではお受けできませんので直接広場に遊び
にきていただき申し込みをお願いします。ママだけではなく、パパやおじいちゃん・おばあ
ちゃんも是非参加してみてください。
★９月１５日（金曜日）は山中保育所の運動会の為広場はお休みとなります。

開催日 事　業　名 開催場所 時間 内　　　容

27日（水）
身体測定
情報創造館館長さんの
絵本の読み聞かせ
発育相談(村保健師)

●開館時間中ならいつでも測定ができます。
●情報創造館の館長さんによる、お薦めの絵本の紹介や
楽しいお話会も開催しています。
●村保健師さんによる何でも萬相談です。

つどいの広場
〈11時～
 10時30分～〉

じゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽん

8日（金）
子育て教室
　ベビー＆キッズビクス

●毎回好評の子育て教室です。乳児にはベビーマッサージ
でリラックス、キッズは音楽に合わせて身体を動かし親
子で一緒にリフレッシュしましょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

●講師　石倉秀子さん

11日（月）
子育て教室
　ネイルアート

●毎日子育てに忙しいママさん達に日頃の自分へのご褒
美に“プチおしゃれ”を楽しんでみませんか？先着６名・自
己負担金500円です。事前予約をお願いします。

つどいの広場
〈10時～12時〉

●講師　長田　梓さん

29日（金）
子育て相談 ●毎日子ども達と向き合いながらの疑問？こんな時はどう

対処したらいいの？私の子育てこれでいいの？等今のマ
マさん達の悩みの相談にのっていただきます。
●個別の相談も受付けていますので、相談をしたい方・特
別に聞いてみたいことなどがありましたらスタッフに声
を掛けてください。

山中保育所会議室
〈10時30分～〉

●講師　健康科学大学　鈴木真吾先生

6日（水）
簡単英会話
英語で遊ぼう

●ママさん達を対象に英会話教室も開催します。身近な英
語から英会話の楽しさを実感してみませんか？
●英語の絵本や英語の歌など身近な英語に触れ、親子で
楽しみましょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

●テリー渡辺さん

25日（月） 絵本の読み聞かせ会
●森の中の絵本館石井さん

●月に一度の森の中の絵本館からのお届けです。
　絵本の楽しさを紹介してくれます。

つどいの広場
〈11時15分～〉

22日（金） ●お誕生日ランチは１品持ち寄り日です。(ランチに関し分か
らない事がありましたら、スタッフに声をかけてください)

9月生まれの
利用者さんの誕生日会

つどいの広場
〈11時30分～〉

　山中保育所では園庭開放を（月・水・
金）の時間9:00～11:30まで平野保育
所では（月曜日～金曜日）の時間9:00
～11:30まで毎日行っています。暑さ
対策や紫外線対策、熱中症予防に必要
な物は持参してください。また、行事等
で利用できない時もありますので事前
に連絡をお願いします。
　つどいの広場 ℡.62 -2010
　平野保育所 ℡.65‐8542

　山中湖村では、つどいの広場事業の他に、保育所入園前の、在宅での子育てを応援する「一時保育」及び「電話相
談」事業を行っています。「一時保育事業」は１歳過ぎのお誕生を迎えると利用できます。通院・冠婚葬祭・その他の諸
事情での外出、仕事が忙しい時など、保育所でお預かりします。利用の際には登録が必要となりま
すので事前に登録をお願いします。「電話相談」も随時受け付けています。
問い合わせ  一時保育事業　　山中保育所　℡.62‐0179　　平野保育所　℡.65‐8542　
   電話相談事業　　各保育所及びつどいの広場　[月･水･金]つどいの広場　℡.62-2010

保育所からの園庭開放に
ついてのお知らせ
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　山中保育所の大きなプール
で親子で楽しく教えていただ
きました。

７・８月の広場でのプール・水あそびの様子

　暑い日には、水遊びが１番！
新しいプールが子どもたちに
大好評でした。

9月の予定山中湖村社会福祉協議会

9月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
結婚相談所（13時～15時）

曜 日
火
木

日　程
5･12･19･26日

21日

山中湖村山中２３７－１（山中湖村役場内）   TEL.６２－２２２７

　１０月１５日（日）開催予定の第１９回山中湖ボランティ
アまつりでのステージ発表者を募集します。 社会福祉協議会では、ボランティアの皆さんの

協力のもと、様々な事業を展開しています。

安全運転を心がけています！
ボランティアまつりを盛り上げる
ために、一肌脱いでくださる方、
是非ご連絡ください。

（１）募集ジャンル・・・音楽、舞踊、ジャグリングなどステー
ジ上、もしくは前ステージで披露できるパフォーマン
スならなんでもＯＫ。

（２）出演条件・・・無償ボランティアでの出演となります。
個人でも団体でもＯＫです。

※２～３組程度を予定して
　ます。決まり次第締切と
　させていただきます。

（３）応募締切・・・９月１５日（金）

　今回は、くじらっこクラブ移送ボランティアの紹介をし
ます。活動は、放課後児童クラブ利用者のうち、徒歩で移
動することが困難な児童に対して移送を実施していま
す。子育て環境の充実を図ることを目的に行っています。

第１９回山中湖ボランティアまつり

紹介①

　身近な場所に集まって、自由な内容を企画し、おしゃべりやお茶、簡単な体操、作品作りなど楽しく気軽に、無理なく行っ
ています。山中湖村では、７０歳以上の方を対象に、参加者自身とボランティアが自主的に運営して開催しています。仲間
づくり・閉じこもり防止・情報交換の場・介護予防等を目的に、地域の皆さんとの繋がりを大事にしながら、現在 ７つのサ
ロングループが活動しています。

空いてる時間を使って地域との繋がりを作ってみませんか？
興味のある方は、ご連絡お待ちしています。

・配食日：毎週火曜日（祝日除く）
・時間：１１時から１２時頃まで
※活動日は月に1度程度になります。

配食ボランティア募集

※ 身近なサロンに参加してみませんか！　問い合わせは、社協 ６２－２２２７ まで　

サロン名 会　場 実施日 時　間
１．まるびサロン  紅富士の湯他   毎月第２金曜日  午後１時半～３時半

２．富士サロン  山中湖村公民館  毎月第２金曜日  午後１時半～３時半

３．山ぼうしサロン 旭日丘公民館   毎月第２月曜日  午後１時半～３時半

４．長池サロン  長池コミセン   毎月第２金曜日  午後１時半～３時半

５．平野サロン  平野コミセン他  毎月第３火曜日  午後１時半～３時半

６．雀健クラブ（麻雀） 山中湖村公民館  毎週月曜日  午後１時～４時

７．サロン３５  山中湖グリーンタウン他 毎月第３水曜日  午前１０時半～１２時
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★各子育て教室は事前予約が必要です。電話ではお受けできませんので直接広場に遊び
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ちゃんも是非参加してみてください。
★９月１５日（金曜日）は山中保育所の運動会の為広場はお休みとなります。

開催日 事　業　名 開催場所 時間 内　　　容

27日（水）
身体測定
情報創造館館長さんの
絵本の読み聞かせ
発育相談(村保健師)

●開館時間中ならいつでも測定ができます。
●情報創造館の館長さんによる、お薦めの絵本の紹介や
楽しいお話会も開催しています。
●村保健師さんによる何でも萬相談です。
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〈11時～
 10時30分～〉
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8日（金）
子育て教室
　ベビー＆キッズビクス

●毎回好評の子育て教室です。乳児にはベビーマッサージ
でリラックス、キッズは音楽に合わせて身体を動かし親
子で一緒にリフレッシュしましょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

●講師　石倉秀子さん

11日（月）
子育て教室
　ネイルアート

●毎日子育てに忙しいママさん達に日頃の自分へのご褒
美に“プチおしゃれ”を楽しんでみませんか？先着６名・自
己負担金500円です。事前予約をお願いします。

つどいの広場
〈10時～12時〉

●講師　長田　梓さん

29日（金）
子育て相談 ●毎日子ども達と向き合いながらの疑問？こんな時はどう

対処したらいいの？私の子育てこれでいいの？等今のマ
マさん達の悩みの相談にのっていただきます。
●個別の相談も受付けていますので、相談をしたい方・特
別に聞いてみたいことなどがありましたらスタッフに声
を掛けてください。

山中保育所会議室
〈10時30分～〉

●講師　健康科学大学　鈴木真吾先生

6日（水）
簡単英会話
英語で遊ぼう

●ママさん達を対象に英会話教室も開催します。身近な英
語から英会話の楽しさを実感してみませんか？
●英語の絵本や英語の歌など身近な英語に触れ、親子で
楽しみましょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

●テリー渡辺さん

25日（月） 絵本の読み聞かせ会
●森の中の絵本館石井さん

●月に一度の森の中の絵本館からのお届けです。
　絵本の楽しさを紹介してくれます。
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〈11時15分～〉

22日（金） ●お誕生日ランチは１品持ち寄り日です。(ランチに関し分か
らない事がありましたら、スタッフに声をかけてください)

9月生まれの
利用者さんの誕生日会

つどいの広場
〈11時30分～〉

　山中保育所では園庭開放を（月・水・
金）の時間9:00～11:30まで平野保育
所では（月曜日～金曜日）の時間9:00
～11:30まで毎日行っています。暑さ
対策や紫外線対策、熱中症予防に必要
な物は持参してください。また、行事等
で利用できない時もありますので事前
に連絡をお願いします。
　つどいの広場 ℡.62 -2010
　平野保育所 ℡.65‐8542

　山中湖村では、つどいの広場事業の他に、保育所入園前の、在宅での子育てを応援する「一時保育」及び「電話相
談」事業を行っています。「一時保育事業」は１歳過ぎのお誕生を迎えると利用できます。通院・冠婚葬祭・その他の諸
事情での外出、仕事が忙しい時など、保育所でお預かりします。利用の際には登録が必要となりま
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保育所からの園庭開放に
ついてのお知らせ
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　山中保育所の大きなプール
で親子で楽しく教えていただ
きました。

７・８月の広場でのプール・水あそびの様子

　暑い日には、水遊びが１番！
新しいプールが子どもたちに
大好評でした。

9月の予定山中湖村社会福祉協議会

9月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
結婚相談所（13時～15時）

曜 日
火
木

日　程
5･12･19･26日

21日

山中湖村山中２３７－１（山中湖村役場内）   TEL.６２－２２２７

　１０月１５日（日）開催予定の第１９回山中湖ボランティ
アまつりでのステージ発表者を募集します。 社会福祉協議会では、ボランティアの皆さんの

協力のもと、様々な事業を展開しています。

安全運転を心がけています！
ボランティアまつりを盛り上げる
ために、一肌脱いでくださる方、
是非ご連絡ください。

（１）募集ジャンル・・・音楽、舞踊、ジャグリングなどステー
ジ上、もしくは前ステージで披露できるパフォーマン
スならなんでもＯＫ。

（２）出演条件・・・無償ボランティアでの出演となります。
個人でも団体でもＯＫです。

※２～３組程度を予定して
　ます。決まり次第締切と
　させていただきます。

（３）応募締切・・・９月１５日（金）

　今回は、くじらっこクラブ移送ボランティアの紹介をし
ます。活動は、放課後児童クラブ利用者のうち、徒歩で移
動することが困難な児童に対して移送を実施していま
す。子育て環境の充実を図ることを目的に行っています。

第１９回山中湖ボランティアまつり

紹介①

　身近な場所に集まって、自由な内容を企画し、おしゃべりやお茶、簡単な体操、作品作りなど楽しく気軽に、無理なく行っ
ています。山中湖村では、７０歳以上の方を対象に、参加者自身とボランティアが自主的に運営して開催しています。仲間
づくり・閉じこもり防止・情報交換の場・介護予防等を目的に、地域の皆さんとの繋がりを大事にしながら、現在 ７つのサ
ロングループが活動しています。

空いてる時間を使って地域との繋がりを作ってみませんか？
興味のある方は、ご連絡お待ちしています。

・配食日：毎週火曜日（祝日除く）
・時間：１１時から１２時頃まで
※活動日は月に1度程度になります。

配食ボランティア募集

※ 身近なサロンに参加してみませんか！　問い合わせは、社協 ６２－２２２７ まで　

サロン名 会　場 実施日 時　間
１．まるびサロン  紅富士の湯他   毎月第２金曜日  午後１時半～３時半

２．富士サロン  山中湖村公民館  毎月第２金曜日  午後１時半～３時半

３．山ぼうしサロン 旭日丘公民館   毎月第２月曜日  午後１時半～３時半

４．長池サロン  長池コミセン   毎月第２金曜日  午後１時半～３時半

５．平野サロン  平野コミセン他  毎月第３火曜日  午後１時半～３時半

６．雀健クラブ（麻雀） 山中湖村公民館  毎週月曜日  午後１時～４時

７．サロン３５  山中湖グリーンタウン他 毎月第３水曜日  午前１０時半～１２時
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　９月２１日から３０日までの１０日間、「秋の全国交通安全運動」が実施されます。また、運動期間最終日の９月
３０日（土）は、国民運動「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　秋の交通安全運動では、「子供と高齢者の交通事故防止」を基本として現下の交通事故情勢を踏まえ5点の
重点を定めております。
　これから、秋の行楽シーズンとなり観光客も増えてきますので、交通ルールを守り、交通事故がないように心
がけましょう。

(１)　子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
(２)　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
(３)　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
(４)　飲酒運転の根絶
(５)　二輪車の交通事故防止（本県重点）

（※）○１任期は、陸上自衛官（1年９か月）、海上・航空自衛官（２年９か月）となり、２任期以降は、各２年１任期と
なります。

　　○任期満了時に特例退職手当が支給されます。
　　○民間企業への再就職を希望者する場合は、さまざまな自衛隊のさまざまな就職援護施策を利用し、就職

支援を受けることができます。
　　○選抜試験合格後「曹」さらに「幹部」へ進む道も開かれてます。

○自衛隊を就職先の選択肢の一つに検討されている皆様
（父兄の皆様）へ、自衛隊の制度等について疑問や質問に
説明させていただく機会を設けております。お気軽にお
電話ください。

◎連絡先
　　大月地域事務所　℡.0554－22－1298

「秋の交通安全運動」が始まります

採用種目

自衛官
候補生

制度 応募資格 受付期間 試験日 試験内容

防衛省　自衛隊からのお知らせ

○自衛官候補生 採用試験受付中

自衛隊の制度説明に
お伺いします！！

任期毎（※）に自
衛官を継続する
か再就職を選択
しながら勤務

日本国籍を有
する１８歳以
上２７歳未満
の男女

随時
受付中

受付時にお
伝 え し ま
す。

○　筆記試験
○　口述試験
○　適性検査
○　身体検査

（１）日　　時　　９月29日(金)　午前８時３０分～午後５時
（２）定　　員　　5ルート 各15～20名程度
　　　　　　　 （保育士等を目指す養成校学生、中途採用希望者、保育士等を目指す高校生等）
（３）見学ルート　お問い合わせください。
（４）そ の 他　　見学先の就職を斡旋するものではありません。

問い合わせ　山梨県福祉保健部　子育て支援課　℡.055-223-1456・1475

≪概　要≫
・中型バスにて、各保育園・認定こども園の見学ツアーを行います。
・バスには各園の園長や保育士が同乗し、保育内容の紹介や情報提供等を行います。

保育園・認定こども園見学バスツアー

（１）日　　時　９月３０日(土)　午前１０時～午後５時
（２）対　　象　養成学校学の全学年、中途採用希望者、高校生等
（３）参加園数　50園程度（最大55園）
（４）会　　場　山梨学院短期大学校舎
（５）そ の 他　情報提供の機会であり、各ブースでの採用面接は行いません。

≪概　要≫
・各ブースにて保育園、認定こども園の紹介を行います。
・保育士だけではなく、栄養士資格取得（見込）者、看護師等も対象となります。

　ぐんない若者サポートステーション（サポステ）は、ハローワークと連携をし、15歳～39歳までの若者の就職
支援を行っております。本人やご家族だけでは解決が難しい「働きだす力」をキャリアコンサルタントと一緒に引
き出し、お子様の就職支援計画を考えてみませんか。

●住　　所　 富士吉田市上吉田2-4-19　富久澄ビル2F
　（富士山駅前　富士山駅から徒歩2分）
●TEL.0555-23-0080　●Eメール　gss＠ycca.jp
●Webサイト　http://ycca.jp/gss/
●利用時間　9：30～18：00（土・日・祝日を除く）　　　　　
　毎週火曜日・木曜日は18：30までご利用いただけます。（予約のみ）
●ご相談料　 無料

保育士等就職フェア

ぐんない若者サポートステーションからのお知らせ
お子様の就職でのお悩みは、専門機関にご相談を。お子様のための「就職相談」のご案内

ぐんない若者サポートステーション

※個人情報やプライバシーは、個人情報保護規定により守られます。

こんなお悩みお持ちではありませんか？
□「うちの子どもが働かないんだけど」 □「子どもが就職をしても続かずにすぐに辞めてしまうんだけど」
□「子どもが一度は就職したものの、その後が見つからず…」
□「うちの子どもは、コミュニケーションが苦手のようで」
□「子どもが学校を卒業はしたのだが･･･学校を中退してしまい･･･」
□「うちの子どもは、仕事は探しているようだが、何をしたらよいのかわからないみたい」
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　９月２１日から３０日までの１０日間、「秋の全国交通安全運動」が実施されます。また、運動期間最終日の９月
３０日（土）は、国民運動「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　秋の交通安全運動では、「子供と高齢者の交通事故防止」を基本として現下の交通事故情勢を踏まえ5点の
重点を定めております。
　これから、秋の行楽シーズンとなり観光客も増えてきますので、交通ルールを守り、交通事故がないように心
がけましょう。

(１)　子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
(２)　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
(３)　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
(４)　飲酒運転の根絶
(５)　二輪車の交通事故防止（本県重点）

（※）○１任期は、陸上自衛官（1年９か月）、海上・航空自衛官（２年９か月）となり、２任期以降は、各２年１任期と
なります。

　　○任期満了時に特例退職手当が支給されます。
　　○民間企業への再就職を希望者する場合は、さまざまな自衛隊のさまざまな就職援護施策を利用し、就職

支援を受けることができます。
　　○選抜試験合格後「曹」さらに「幹部」へ進む道も開かれてます。

○自衛隊を就職先の選択肢の一つに検討されている皆様
（父兄の皆様）へ、自衛隊の制度等について疑問や質問に
説明させていただく機会を設けております。お気軽にお
電話ください。

◎連絡先
　　大月地域事務所　℡.0554－22－1298

「秋の交通安全運動」が始まります

採用種目

自衛官
候補生

制度 応募資格 受付期間 試験日 試験内容

防衛省　自衛隊からのお知らせ

○自衛官候補生 採用試験受付中

自衛隊の制度説明に
お伺いします！！

任期毎（※）に自
衛官を継続する
か再就職を選択
しながら勤務

日本国籍を有
する１８歳以
上２７歳未満
の男女

随時
受付中

受付時にお
伝 え し ま
す。

○　筆記試験
○　口述試験
○　適性検査
○　身体検査

（１）日　　時　　９月29日(金)　午前８時３０分～午後５時
（２）定　　員　　5ルート 各15～20名程度
　　　　　　　 （保育士等を目指す養成校学生、中途採用希望者、保育士等を目指す高校生等）
（３）見学ルート　お問い合わせください。
（４）そ の 他　　見学先の就職を斡旋するものではありません。

問い合わせ　山梨県福祉保健部　子育て支援課　℡.055-223-1456・1475

≪概　要≫
・中型バスにて、各保育園・認定こども園の見学ツアーを行います。
・バスには各園の園長や保育士が同乗し、保育内容の紹介や情報提供等を行います。

保育園・認定こども園見学バスツアー

（１）日　　時　９月３０日(土)　午前１０時～午後５時
（２）対　　象　養成学校学の全学年、中途採用希望者、高校生等
（３）参加園数　50園程度（最大55園）
（４）会　　場　山梨学院短期大学校舎
（５）そ の 他　情報提供の機会であり、各ブースでの採用面接は行いません。

≪概　要≫
・各ブースにて保育園、認定こども園の紹介を行います。
・保育士だけではなく、栄養士資格取得（見込）者、看護師等も対象となります。

　ぐんない若者サポートステーション（サポステ）は、ハローワークと連携をし、15歳～39歳までの若者の就職
支援を行っております。本人やご家族だけでは解決が難しい「働きだす力」をキャリアコンサルタントと一緒に引
き出し、お子様の就職支援計画を考えてみませんか。

●住　　所　 富士吉田市上吉田2-4-19　富久澄ビル2F
　（富士山駅前　富士山駅から徒歩2分）
●TEL.0555-23-0080　●Eメール　gss＠ycca.jp
●Webサイト　http://ycca.jp/gss/
●利用時間　9：30～18：00（土・日・祝日を除く）　　　　　
　毎週火曜日・木曜日は18：30までご利用いただけます。（予約のみ）
●ご相談料　 無料

保育士等就職フェア

ぐんない若者サポートステーションからのお知らせ
お子様の就職でのお悩みは、専門機関にご相談を。お子様のための「就職相談」のご案内

ぐんない若者サポートステーション

※個人情報やプライバシーは、個人情報保護規定により守られます。

こんなお悩みお持ちではありませんか？
□「うちの子どもが働かないんだけど」 □「子どもが就職をしても続かずにすぐに辞めてしまうんだけど」
□「子どもが一度は就職したものの、その後が見つからず…」
□「うちの子どもは、コミュニケーションが苦手のようで」
□「子どもが学校を卒業はしたのだが･･･学校を中退してしまい･･･」
□「うちの子どもは、仕事は探しているようだが、何をしたらよいのかわからないみたい」



広報やまなかこ 2017年9月号

※個人情報やプライバシーは、個人情報保護規定により守られます。

～保育の知識・経験を活かすチャンス！～

保育士就職準備金をお貸しします！
１．事業の目的
　この事業は、保育士資格を有する者であり保育士として勤務していない者を対象に、山梨県内（以下「県
内」という）の保育所等において再就職するための準備に必要となる費用を貸し付け、保育人材の確保、
就業促進を図ることを目的とするものです。

２．貸付の対象者（次のすべてを満たす者）
　(1) 保育士登録後 1 年以上経過した者又は保育士登録が行われてからの期間が 1 年未満の者のうち、

養成施設の卒業若しくは保育士試験合格後 1 年以上経過した者
　(2) 次の施設又は事業を離職後 1 年以上経過した又は当該施設又は事業に勤務経験のない者
　　① 保育所、幼保連携型認定こども園
　　② 家庭的保育事業
　　③ 小規模保育事業
　　④ 事業所内保育事業
　　⑤ 幼稚園
　(3) 県内の保育所等に新たに勤務する者
　(4) 保育士として週 20 時間以上の勤務を要すること

３．貸付額等
　(1) 貸付額 20 万円以内 (1 人当たり 1 回限り )
　　【就職準備金の使いみち（例）】
　　① 保育所等への就職によって転居が伴う場合における転居費用
　　② 転居先の賃貸物件の借り上げに伴う礼金や仲介手数料
　　③ 保育所等で使用する被服費
　　④ 保育所等への勤務に復帰するに当たり研修等を受けた際の研修費用
　　⑤ 保育所等への通勤に要する移動用自転車等の購入費
　　⑥ 申請者の子どもが保育所等を利用する際に必要となる費用
　　⑦ 子どもの預け先を探す際の活動費用 等
　(２) 利子等無利子
　　　ただし、返還することになった場合、債務の返還期限を過ぎた場合は年５％の延滞利子を徴収し

ます。

４．返還の免除
　県内の保育所等において児童の保護等に従事し、2 年間引き続きその業務に従事した場合は、返還が
全額免除されます。
　ただし、未就労、他産業への転就職、自己都合等で退職した場合は、貸付金を返還していただくこと
になりますのでご注意ください。

５．貸付の申請手続
　貸付を希望する方は、「８．申請先・問い合わせ先」に事前に連絡の上、申請手続きを行ってください。
　※申請には「連帯保証人」が必要となります。連帯保証人は、県内に居住し独立の生計を営む方で、
返還債務を負担することができる方に限ります。なお、申請者が未成年である時は、連帯保証人は、
法定代理人（親権者等）でなければなりません。

　※申請様式は、山梨県社会福祉協議会ホームページよりダウンロードができます。

　山梨県社会福祉協議会ホームページ http://www.y-fukushi.or.jp/
　働く・学ぶ → 各種資金の貸付 保育士就職準備金貸付事業 → 就職準備金貸付申請様式

6．貸付の決定
　申請書類を審査し、貸付の決定または不承認について申請者あてに通知します。貸付が決定した方に
は、貸付に伴う関係書類（貸付契約書等）を提出していただきます。

7．貸付金の交付
　貸付決定後、貸付に伴う関係書類（貸付契約書等）、振込口座届が山梨県社会福祉協議会に提出され
た後、指定口座に振り込みます。

8．申請先・問い合わせ先
　〒４００－０００５　山梨県甲府市北新 1 丁目２－１２（山梨県福祉プラザ 4 階）
　社会福祉法人 山梨県社会福祉協議会 福祉人材研修課
　※9:00 ～ 17:00 土日・祝日・年末年始を除く
　電 話 ０５５－２５４－８６５４　ＦＡＸ ０５５－２５４－８６１４

「広報やまなかこ」を
お届けしています
　「広報やまなかこ」は、毎月１日
に新聞折り込みで村民の皆さんに
お配りしています。
　そのほか、次の公共施設内でも
配布しておりますので、ご利用く
ださい。

　また、「広報やまなかこ」は、山中湖村ホームページや、スマート
フォンアプリ「マチイロ」でも閲覧することができます。
　なお、入手が困難な方は、お問い合わせください。

問い合わせ　企画まちづくり課　情報管理係　℡62‐9971

【広報やまなかこが置いてある施設】

※村内郵便局でも配布しております。

１ 山中湖村役場（正面玄関）    山中237－1  62-9971
２ 山中湖情報創造館     平野506－296  20-2727
３ 山中湖観光案内所     平野506－296  62-3100
４ 交流プラザきらら（管理棟）   平野479－2  20-3111
５ 山中湖コミュニティセンター（平野地区） 平野283   65-7750
６ 山中湖村公民館（山中地区）   山中448   62-4386
７ ゆいの広場ひらり（平野地区）   平野98-1   28-7577

 施設名       所在地   電話番号

アンドロイド用
QRコード

IOS用
QRコード
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※個人情報やプライバシーは、個人情報保護規定により守られます。
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　ただし、未就労、他産業への転就職、自己都合等で退職した場合は、貸付金を返還していただくこと
になりますのでご注意ください。

５．貸付の申請手続
　貸付を希望する方は、「８．申請先・問い合わせ先」に事前に連絡の上、申請手続きを行ってください。
　※申請には「連帯保証人」が必要となります。連帯保証人は、県内に居住し独立の生計を営む方で、
返還債務を負担することができる方に限ります。なお、申請者が未成年である時は、連帯保証人は、
法定代理人（親権者等）でなければなりません。

　※申請様式は、山梨県社会福祉協議会ホームページよりダウンロードができます。

　山梨県社会福祉協議会ホームページ http://www.y-fukushi.or.jp/
　働く・学ぶ → 各種資金の貸付 保育士就職準備金貸付事業 → 就職準備金貸付申請様式

6．貸付の決定
　申請書類を審査し、貸付の決定または不承認について申請者あてに通知します。貸付が決定した方に
は、貸付に伴う関係書類（貸付契約書等）を提出していただきます。

7．貸付金の交付
　貸付決定後、貸付に伴う関係書類（貸付契約書等）、振込口座届が山梨県社会福祉協議会に提出され
た後、指定口座に振り込みます。

8．申請先・問い合わせ先
　〒４００－０００５　山梨県甲府市北新 1 丁目２－１２（山梨県福祉プラザ 4 階）
　社会福祉法人 山梨県社会福祉協議会 福祉人材研修課
　※9:00 ～ 17:00 土日・祝日・年末年始を除く
　電 話 ０５５－２５４－８６５４　ＦＡＸ ０５５－２５４－８６１４

「広報やまなかこ」を
お届けしています
　「広報やまなかこ」は、毎月１日
に新聞折り込みで村民の皆さんに
お配りしています。
　そのほか、次の公共施設内でも
配布しておりますので、ご利用く
ださい。

　また、「広報やまなかこ」は、山中湖村ホームページや、スマート
フォンアプリ「マチイロ」でも閲覧することができます。
　なお、入手が困難な方は、お問い合わせください。

問い合わせ　企画まちづくり課　情報管理係　℡62‐9971

【広報やまなかこが置いてある施設】

※村内郵便局でも配布しております。

１ 山中湖村役場（正面玄関）    山中237－1  62-9971
２ 山中湖情報創造館     平野506－296  20-2727
３ 山中湖観光案内所     平野506－296  62-3100
４ 交流プラザきらら（管理棟）   平野479－2  20-3111
５ 山中湖コミュニティセンター（平野地区） 平野283   65-7750
６ 山中湖村公民館（山中地区）   山中448   62-4386
７ ゆいの広場ひらり（平野地区）   平野98-1   28-7577
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日
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９
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験
等

【
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テ
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土
）

  

　
①
午
前
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〜
午
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②
午
後
１
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〜
４
時
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ツ
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国
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1
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）

　
　
　
　
　
午
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10
時
〜
午
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3
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開
設
場
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市
丸
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内
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府
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舎
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、土
地
家
屋
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査
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擁
護
委
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そ
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で
す
。

●
相
談
を
希
望
す
る
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を
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し
ま
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●
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内
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■
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講
座
内
容
　
10
月
1
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　「
相
続
に
つ
い
て
」

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　「
遺
言
に
つ
い
て
」

開
設
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
1
丁
目
1

番
18
号
　
甲
府
合
同
庁
舎

そ
の
他

●
参
加
は
無
料
で
す
。

●
参
加
を
希
望
す
る
方
は
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。定
員
は
30
名
で
、定
員
に

達
し
次
第
予
約
を
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
　
総
務
課

　
℡
0
5
5‐2
5
2‐7
1
5
1

■
富
士
北
麓
秋
の
親
子
自
然
観
察
会

日
時
　
９
月
３０
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
周

　
　
　
辺
の
剣
丸
尾
の
森

対
象
　
県
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
３０
人

申
込
方
法
　
８
月
３０
日（
水
）午
前
９
時
〜

　
電
話
に
て 

※
先
着
順
で
す
。

内
容
　
研
究
所
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、

秋
の
草
花
、鳥
や
動
物
の
様
子
、溶
岩
樹

型
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
第
４
回 

富
士
山
科
学
講
座（
応
用
編
）

日
時
　
９
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

会
場
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
　

　
　
　
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
「
空
か
ら
見
る
地
域
の
森
林
環

境
」「
山
梨
の
生
態
系
変
化
、現
状
と
課
題
」

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日
時
　
９
月
の
土
日
祝
日

　
午
前
１０
時
〜・１１
時
〜
、午
後
１
時
〜・

　
２
時
〜・３
時
〜（
１
日
５
回
）

　
所
要
時
間
１
回
約
５０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル（
集
合
場
所
）

内
容
　
富
士
山
の
成
り
立
ち
や
動
植
物

の
様
子
な
ど
、ガ
イ
ド
と
一
緒
に
学
び
な

が
ら
森
を
歩
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
不
要（
た
だ
し
１０
名
以
上
の

場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
も
り
の
お
は
な
し
か
い

日
時
　
9
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜・午
後
２
時
〜

　
　
　
所
要
時
間
１
回
約
４０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
雨
天
は
室
内
開
催
）

内
容
　
自
然
や
環
境
に
関
す
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。開
始
３０

分
前
か
ら
は
お
り
が
み
教
室
も
行
い
ま
す
。

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
　
　（
対
象
外
の
人
で
も
参
加
可
能
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
企
画
展
〜
け
ん
ま
る
び
の
森
〜

日
時
　
７
月
８
日（
土
）〜
１１
月
１２
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　（
最
終
入
館
　
午
後
４
時
３０
分
）

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容
　
け
ん
ま
る
び
の
森
に
い
る
動
植
物
を

パ
ネ
ル
や
剥
製
等
で
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、ス
タ

ン
プ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ラ
シ
作

製
な
ど
、体
験
型
の
展
示
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

協
力
　
環
境
省
自
然
環
境
局

　
　
　
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

日
時
　
９
月
９
日（
土
）　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時（
雨
天
決
行
）

場
所
　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
沢
１
７

９
０
番
地（
駐
車
場
あ
り
）

問
い
合
わ
せ

　
℡
０
５
５
６‐２
２‐８
５
１
１

催
し
物

●
下
水
道
施
設
見
学
会
、下
水
道
探
検
ツ
ア
ー

●
ミ
ニ
下
水
道
展
、水
質
実
験
コ
ー
ナ
ー

●
甲
州
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
凛
舞
増
穂（
富

士
川
町
）に
よ
る
演
武

●
甲
斐
、和
太
鼓
衆
、信
玄
太
鼓
保
存
会

（
甲
斐
市
）の
演
奏

●
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
で
の
無
料
配
布
、販
売

●
お
た
の
し
み
抽
選
会
、来
場
記
念
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、一
部
の
催
し
物
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
催
　
山
梨
県
、釜
無
川
流
域
下
水
道
推

進
協
議
会（
韮
崎
市
、南
ア
ル
プ
ス
市
、甲

斐
市
、中
央
市
、市
川
三
郷
町
、富
士
川
市
、

昭
和
町
）、（
公
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社

■
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
北
麓
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

開
催
日
　
９
月
１８
日（
月
祝
）

　
　
　
　 

受
付
８
時
３０
分
〜

場
所
　
富
士
北
麓
公
園
体
育
館

対
象
　
小
学
生
１
〜
３
年
生

　
　
　
１
チ
ー
ム
７
〜
１０
名（
男
女
混
成

　
　
　
可
能
）　
定
数
２４
チ
ー
ム

参
加
料
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送

ま
た
は
窓
口
に
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
８
月
２５
日（
金
）〜
９
月
１０
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
〒
４
０
３‐０
０
０
５

　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　
公
益
財
団
法
人
　
山
梨
県
体
育
協
会

　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　「
北
麓
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」係

　
℡
０
５
５
５‐２
４‐３
６
５
１

　
FAX
０
５
５
５‐２
４‐３
３
６
８

　
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
． hokuroku@

m
fi.or.jp

第
41
回
ヨ
ハ
ネ
祭「
ヨ
ハ
ネ
祭
〜
ひ
と
り
、

ひ
と
り
が
主
人
公
〜
」

日
時
　
１０
月
２９
日（
日
）（
雨
天
決
行
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所
　
忍
野
村
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

内
容
　
学
園
紹
介・模
擬
店・バ
ザ
ー

　
　
　
そ
の
他
催
し
物
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
℡
0
5
5
5（
2
3
）5
1
5
5

　
FAX
0
5
5
5（
2
3
）5
1
5
7

受
付
期
間
　
１０
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
１０
月
２３
日（
月
）

講
習
会
　
１１
月
１４
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

試
験
　
１１
月
２６
日（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
１５
分

場
所
　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

　
　
　
セ
ン
タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

　
　
　
甲
府
市
朝
気
１
丁
目
２
番
２
号

申
し
込
み

　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

　（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
℡
0
5
5‐2
6
3‐2
7
3
8

日
時
　
９
月
２７
日（
水
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
3
階

　
　
　（
都
留
市
下
谷
２
５
１
６‐１
）

　
結
婚
、出
産
、育
児
、介
護
等
に
よ
っ
て

職
場
を
離
れ
て
い
る
看
護
職
の
免
許
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
、復
職
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
選
択
す
る
き
っ

か
け
と
し
て
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、気
軽

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

問
い
合
わ
せ

　
富
士・東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
支
援
課

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐9
0
3
4

山
梨
赤
十
字
病
院
か
ら

常
勤
医
師 

着
任
の
お
知
ら
せ

出
張
が
ん
相
談

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
愛
護
週
間

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

お
知
ら
せ

山
梨
県
司
法
書
士
会
相
談
会

募

　集

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

「
川
柳
」募
集

甲
府
地
方
法
務
局

南
都
留
中
部
商
工
会

〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

相

　談

富
士
山
科
学
研
究
所

下
水
道
ま
つ
り

富
士
北
麓
公
園

平
成
29
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

富
士
・
東
部
地
域

看
護
職
員
就
業
相
談
会

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

イ
ベ
ン
ト

8月4日（金）、ゆいの広場ひらりにて、子どもたちを対象にした将棋教室を開催しました。今月の表紙の写真！ 広報やまなかこ 2017年9月号

医
師
氏
名 

　診
療
科

　
　診
療
日

古
賀 
康
史

　形
成
外
科

　月
曜 

午
前

（
こ
が 

や
す
し
）    

　
　

             

木
曜 

午
前

                                            

金
曜 

午
前
・
午
後



　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
6

※

各
健
診・教
室
は
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時
　
９
月
13
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２8
年
１0
月
、

　
　
　
平
成
２９
年
１・４
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
か
月・３
歳
児
健
診

日
時
　
９
月
５
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２６
年
３・４
月
、

　
　
　
平
成
２８
年
１・２
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付
日
　
毎
週
木
曜
日

※

都
合
の
悪
い
方
は
い
き
い
き
健
康
課

保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
　
い
き
い
き
健
康
課
窓
口

　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
３

■
社
会
労
務
士
に
よ
る
無
料
年
金
相
談

日
時
　
９
月
２６
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
役
場
総
務
課
前
応
接
室

　
7
月
か
ら
、形
成
外
科
の
医
師
が
着
任

し
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
、よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
、診
療
体
制
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
赤
十
字
病
院

　
℡
7
2‐2
2
2
2（
代
）

日
時
　
１０
月
４
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階

　
　
　
会
議
室
１・２

　
　
　
富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘
２‐５‐２３

対
象
　
が
ん
患
者・が
ん
患
者
の
家
族
や

　
　
　
関
係
者

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
５‐２
２
７‐８
７
４
０（
要
予
約
）

※
保
健
師
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー（
が
ん
を

経
験
し
た
仲
間
）が
が
ん
の
悩
み
や
心

配
ご
と
等
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
事
前
の
予

約
が
確
実
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

９
月
20
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」で
す
。

【
動
物
愛
護
デ
ー
】

日
時
　
９
月
24
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
昭
和
町
総
合
体
育
館

　
　
　（
昭
和
町
押
越
１
０
０
１
）

内
容
　
動
物
か
る
た
、動
物
ク
イ
ズ
、乗
馬
体
験
等

【
猫
の
飼
い
方
教
室・ね
こ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】

日
時
　
10
月
14
日（
土
）

  

　
①
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

  

　
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分

場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
武
道
館

　
第
１
会
議
室（
甲
府
市
小
瀬
町
８
４
０
）

内
容
　
①
猫
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
相

談
、グ
ッ
ズ
工
作
、展
示
　
②
講
演「
飼
い

猫
に
対
す
る
考
え
方
・
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
対
策
」

問
い
合
わ
せ

　
富
士・東
部
保
健
所
衛
生
課
　

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐9
0
3
3

＊
毎
月
記
帳
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。＊

　
正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。

●
必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ

き
り
し
な
い
。な
ど

１
．日
程
　
９
月
２１
日(

木)

２
．時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

３
．場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会

４
．対
象
者
　
個
人
事
業
者

開
催
日
　
毎
月
１
回
　
第
3
水
曜
日

開
催
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
富
士
山
駅
ビ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー「
Q
‐
S
T
A（
キ
ュ
ー
ス
タ
）」地

下
1
F（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
2‐5‐1
）

相
談
内
容
　
　
　
　
　

●
相
続・遺
言・成
年
後
見・登
記
に
関
す
る
相
談 

●
家・土
地
に
関
す
る
相
談 

●
会
社
に
関
す
る
相
談 

●
借
金・日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談 

●
そ
の
他
、各
種
相
談
に
対
応
致
し
ま
す
。

予
約
制
、相
談
料
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
５‐２
５
３‐２
３
７
６

　
予
約
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜（
祝
祭
日
は
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、「
伝
え
る
」を
テ
ー
マ
に
し
た

川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　「
伝
え
る
」

応
募
資
格
　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
期
間
　
9
月
1
日（
金
）〜
10
月
31

日（
火
）必
着

応
募
方
法
　
作
品
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、職
業
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
※
1
人
2
点
ま
で

①
送
付
先

　
〒
4
0
0‐8
5
8
7

　
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号

　
山
梨
県
自
治
会
館
2
階

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

②
電
子
メ
ー
ル

　kouho@
yam

anashi-iryoukouiki.jp

表
彰
内
容
　
広
域
連
合
長
賞（
賞
品
：

山
梨
県
特
産
品
5
千
円
相
当
）等

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

総
務
課

　
℡
0
5
5‐2
3
6‐5
6
7
1

■
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

開
設
日
時
　
10
月
1
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

開
設
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
1
丁
目
1

番
18
号
　
甲
府
合
同
庁
舎

相
談
員
　
法
務
局
職
員
、公
証
人
、司
法

書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、人
権
擁
護
委
員

そ
の
他

●
相
談
は
無
料
で
す
。

●
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
相
談
内
容
は
秘
密
に
し
、堅
く
守
り
ま
す
。

■
法
務
局
講
座
開
講

開
講
日
時
及
び
講
座
内
容
　
10
月
1
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　「
相
続
に
つ
い
て
」

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　「
遺
言
に
つ
い
て
」

開
設
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
1
丁
目
1

番
18
号
　
甲
府
合
同
庁
舎

そ
の
他

●
参
加
は
無
料
で
す
。

●
参
加
を
希
望
す
る
方
は
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。定
員
は
30
名
で
、定
員
に

達
し
次
第
予
約
を
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
　
総
務
課

　
℡
0
5
5‐2
5
2‐7
1
5
1

■
富
士
北
麓
秋
の
親
子
自
然
観
察
会

日
時
　
９
月
３０
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
周

　
　
　
辺
の
剣
丸
尾
の
森

対
象
　
県
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
３０
人

申
込
方
法
　
８
月
３０
日（
水
）午
前
９
時
〜

　
電
話
に
て 

※
先
着
順
で
す
。

内
容
　
研
究
所
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、

秋
の
草
花
、鳥
や
動
物
の
様
子
、溶
岩
樹

型
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
第
４
回 

富
士
山
科
学
講
座（
応
用
編
）

日
時
　
９
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

会
場
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
　

　
　
　
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
「
空
か
ら
見
る
地
域
の
森
林
環

境
」「
山
梨
の
生
態
系
変
化
、現
状
と
課
題
」

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日
時
　
９
月
の
土
日
祝
日

　
午
前
１０
時
〜・１１
時
〜
、午
後
１
時
〜・

　
２
時
〜・３
時
〜（
１
日
５
回
）

　
所
要
時
間
１
回
約
５０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル（
集
合
場
所
）

内
容
　
富
士
山
の
成
り
立
ち
や
動
植
物

の
様
子
な
ど
、ガ
イ
ド
と
一
緒
に
学
び
な

が
ら
森
を
歩
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
不
要（
た
だ
し
１０
名
以
上
の

場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
も
り
の
お
は
な
し
か
い

日
時
　
9
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜・午
後
２
時
〜

　
　
　
所
要
時
間
１
回
約
４０
分

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
雨
天
は
室
内
開
催
）

内
容
　
自
然
や
環
境
に
関
す
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。開
始
３０

分
前
か
ら
は
お
り
が
み
教
室
も
行
い
ま
す
。

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
　
　（
対
象
外
の
人
で
も
参
加
可
能
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

■
企
画
展
〜
け
ん
ま
る
び
の
森
〜

日
時
　
７
月
８
日（
土
）〜
１１
月
１２
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　（
最
終
入
館
　
午
後
４
時
３０
分
）

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容
　
け
ん
ま
る
び
の
森
に
い
る
動
植
物
を

パ
ネ
ル
や
剥
製
等
で
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、ス
タ

ン
プ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ラ
シ
作

製
な
ど
、体
験
型
の
展
示
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

協
力
　
環
境
省
自
然
環
境
局

　
　
　
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

教
育・情
報
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
3

日
時
　
９
月
９
日（
土
）　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時（
雨
天
決
行
）

場
所
　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
沢
１
７

９
０
番
地（
駐
車
場
あ
り
）

問
い
合
わ
せ

　
℡
０
５
５
６‐２
２‐８
５
１
１

催
し
物

●
下
水
道
施
設
見
学
会
、下
水
道
探
検
ツ
ア
ー

●
ミ
ニ
下
水
道
展
、水
質
実
験
コ
ー
ナ
ー

●
甲
州
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
凛
舞
増
穂（
富

士
川
町
）に
よ
る
演
武

●
甲
斐
、和
太
鼓
衆
、信
玄
太
鼓
保
存
会

（
甲
斐
市
）の
演
奏

●
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
で
の
無
料
配
布
、販
売

●
お
た
の
し
み
抽
選
会
、来
場
記
念
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、一
部
の
催
し
物
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
催
　
山
梨
県
、釜
無
川
流
域
下
水
道
推

進
協
議
会（
韮
崎
市
、南
ア
ル
プ
ス
市
、甲

斐
市
、中
央
市
、市
川
三
郷
町
、富
士
川
市
、

昭
和
町
）、（
公
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社

■
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
北
麓
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

開
催
日
　
９
月
１８
日（
月
祝
）

　
　
　
　 

受
付
８
時
３０
分
〜

場
所
　
富
士
北
麓
公
園
体
育
館

対
象
　
小
学
生
１
〜
３
年
生

　
　
　
１
チ
ー
ム
７
〜
１０
名（
男
女
混
成

　
　
　
可
能
）　
定
数
２４
チ
ー
ム

参
加
料
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送

ま
た
は
窓
口
に
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
８
月
２５
日（
金
）〜
９
月
１０
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
〒
４
０
３‐０
０
０
５

　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　
公
益
財
団
法
人
　
山
梨
県
体
育
協
会

　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　「
北
麓
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」係

　
℡
０
５
５
５‐２
４‐３
６
５
１

　
FAX
０
５
５
５‐２
４‐３
３
６
８

　
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
． hokuroku@

m
fi.or.jp

第
41
回
ヨ
ハ
ネ
祭「
ヨ
ハ
ネ
祭
〜
ひ
と
り
、

ひ
と
り
が
主
人
公
〜
」

日
時
　
１０
月
２９
日（
日
）（
雨
天
決
行
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所
　
忍
野
村
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

内
容
　
学
園
紹
介・模
擬
店・バ
ザ
ー

　
　
　
そ
の
他
催
し
物
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
℡
0
5
5
5（
2
3
）5
1
5
5

　
FAX
0
5
5
5（
2
3
）5
1
5
7

受
付
期
間
　
１０
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
１０
月
２３
日（
月
）

講
習
会
　
１１
月
１４
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

試
験
　
１１
月
２６
日（
日
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
１５
分

場
所
　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

　
　
　
セ
ン
タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

　
　
　
甲
府
市
朝
気
１
丁
目
２
番
２
号

申
し
込
み

　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

　（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
℡
0
5
5‐2
6
3‐2
7
3
8

日
時
　
９
月
２７
日（
水
）

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
3
階

　
　
　（
都
留
市
下
谷
２
５
１
６‐１
）

　
結
婚
、出
産
、育
児
、介
護
等
に
よ
っ
て

職
場
を
離
れ
て
い
る
看
護
職
の
免
許
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
、復
職
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
選
択
す
る
き
っ

か
け
と
し
て
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、気
軽

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

問
い
合
わ
せ

　
富
士・東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
支
援
課

　
℡
0
5
5
5‐2
4‐9
0
3
4

山
梨
赤
十
字
病
院
か
ら

常
勤
医
師 

着
任
の
お
知
ら
せ

出
張
が
ん
相
談

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
愛
護
週
間

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

お
知
ら
せ

山
梨
県
司
法
書
士
会
相
談
会

募

　集

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

「
川
柳
」募
集

甲
府
地
方
法
務
局

南
都
留
中
部
商
工
会

〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

相

　談

富
士
山
科
学
研
究
所

下
水
道
ま
つ
り

富
士
北
麓
公
園

平
成
29
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

富
士
・
東
部
地
域

看
護
職
員
就
業
相
談
会

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

イ
ベ
ン
ト

8月4日（金）、ゆいの広場ひらりにて、子どもたちを対象にした将棋教室を開催しました。今月の表紙の写真！ 広報やまなかこ 2017年9月号
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9月の行事予定
2017 CALENDAR
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 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

　 図書館=山中湖情報創造館閉館日 ※開館時間（9:30～21:00）詳しくはP19をご覧ください。
　  可燃物収集日 　  不燃物収集日 　 PETボトル収集日　8:30までに指定の場所に出してください。
　  持込（可燃・不燃）　　持込（可燃のみ）=クリーンセンターへ直接搬入可能日（9:00～11:00  13:00～16:00）
　  立入日=北富士演習場立ち入り許可日
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この広報はベジタブルインキを使用しています。
植物油インキ（ベジタブルインキ）は、植物性のため地球の環境にやさしいインキです。

人　口

2,939
（+7）

184
（+2）

2,374
（+9）

男

2,934
（+18）

女

5,873
（+25）

計 内外国人

PET

山中湖中学校
からまつ祭
乳児健康相談
（P26）

敬老会（8月号P13）

１歳６か月・
３歳児健診（P26）

１歳６か月・
３歳児健診（P26）

年金相談
（P26）

安産祭り（～６日）

山中湖中学校
からまつ祭

宝ボワークショップ
（P19）

長池天神社祭
（～２６日）

村慰霊祭 村内一斉清掃
（６：００～）

加古坂神社例大祭

地域リサイクル
役場下駐車場
9:00～11:00
山中・平野保育所
運動会

東小学校 運動会 山中小学校 運動会

総合防災訓練

可

閉

持 持

PET

PET

持可

持可

持可

持可持可 持可

持可 持可

持可

持可持可

持可

持可

不

山中湖村の人口と世帯（平成29年7月末日現在）
（  ）は前月比

持可

立入日

立入日

立入日 立入日立入日

敬老の日 秋分の日

立入日

立入日 立入日 立入日

不 持

持可

持可

不 持

不 持

不 持

amanakakoamanakako広報やまなかこ

閉

９月１日 防災の日……………………………………… 02
ゆいの広場ひらり施設の利用について……………… 03
農業委員及び農地利用最適化推進委員のご紹介…… 03
元気いっぱい山中湖健康診査（秋）…………………… 04

トピックス

ゆいの広場ひらり　将棋教室

No.419

9月
2015.September
9月

2017.September


